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中
山
市
長
ら
「
Ｘ
バ
ン
ド
・
レ
ー
ダ
ー
」
視
察

　
　

安
全
性
や
現
況
な
ど
を
確
認

　
防
衛
省
か
ら
２
月
26
日
、
経
ヶ
岬
分
屯
基
地
を
Ｘ
バ
ン
ド
・
レ
ー
ダ
ー
の
追
加
配
備
の
候

補
地
と
す
る
旨
の
申
し
入
れ
が
あ
り
、
同
省
が
３
月
11
、
12
日
に
住
民
説
明
会
、
13
日
に
市

議
会
全
員
協
議
会
で
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
市
は
、
地
元
区
住
民
代
表
20
人

と
同
レ
ー
ダ
ー
が
国
内
で
最
初
に
配
備
さ
れ
た
青
森
県
つ
が
る
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

総
務
課☎

６
９
‐
０
１
４
０

青
森
県

つ
が
る
市

車
力
分
屯
基
地

　

２
月
26
日
に
防
衛
省
か
ら
、

航
空
自
衛
隊
経
ヶ
岬
分
屯
基
地

を
Ｘ
バ
ン
ド
・
レ
ー
ダ
ー
配
備
の

最
優
先
候
補
地
と
す
る
申
し
入

れ
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受

け
て
市
は
、
地
元
の
袖そ

で

志し

区
（
丹

後
町
）
と
尾お

和わ

区
（
同
町
）
を

中
心
と
す
る
住
民
代
表
20
人
と
、

中
山
泰
市
長
お
よ
び
市
職
員
６

人
が
３
月
25
、
26
日
に
同
レ
ー

ダ
ー
の
国
内
最
初
の
配
備
先
で

あ
る
青
森
県
つ
が
る
市
を
訪
問
・

視
察
し
ま
し
た
。

　

３
月
25
日
午
前
、
つ
が
る
市

役
所
で
福
島
つ
が
る
市
長
と
中

山
市
長
が
会
談
を
行
い
、
福
島

市
長
か
ら
レ
ー
ダ
ー
配
備
受
け

入
れ
の
経
緯
や
健
康
や
環
境
な

ど
安
心
安
全
の
確
保
、
そ
の
ほ
か

各
種
の
リ
ス
ク
な
ど
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
午
後
か
ら
は
視

察
者
全
員
で
レ
ー
ダ
ー
が
配
備

さ
れ
て
い
る
米
軍
車し

ゃ

力り
き

通
信
所

お
よ
び
航
空
自
衛
隊
車
力
分
屯

基
地
を
視
察
し
、
米
軍
お
よ
び

自
衛
隊
か
ら
レ
ー
ダ
ー
や
施
設

の
概
要
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

26
日
に
は
、
レ
ー
ダ
ー
配
備

先
の
車
力
地
区
豊と

よ

富と
み

町
、
富と

み

萢や
ち

町
の
住
民
と
つ
が
る
市
職
員
と

２
時
間
に
わ
た
る
「
住
民
懇
談

会
」
※
を
行
い
ま
し
た
。

　

４
月
９
日
、
配
備
計
画
に
関

し
て
、
健
康
へ
の
影
響
や
農
業
、

漁
業
な
ど
生
業
へ
の
影
響
、
騒

音
対
応
、
米
軍
人・軍
属
の
居
住
、

レ
ー
ダ
ー
対
撃
安
全
性
な
ど
に

つ
い
て
、
近
畿
中
部
防
衛
局
へ
質

問
書
（
内
容
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
公
開
）
を
提
出
し
ま
し
た
。

※
主
な
懇
談
内
容
は
次
の
と
お
り

中
山
：
米
軍
に
よ
る
事
件
・
事

故
な
ど
の
治
安
上
の
問
題
は
あ

り
ま
す
か
。

福
島
：
レ
ー
ダ
ー
配
備
当
初
は

雪
道
で
の
ス
リ
ッ
プ
な
ど
に
よ
る

交
通
事
故
が
頻
発
し
ま
し
た
が
、

警
察
署
指
導
の
下
、
基
地
内
で

米
軍
に
対
す
る
雪
道
運
転
の
講

習
を
行
い
、
こ
こ
２
年
間
は
発
生

し
て
い
ま
せ
ん
。
事
件
と
し
て
は

傷
害
、
住
居
侵
入
が
一
件
ず
つ
あ

り
ま
し
た
が
、
事
件
を
起
し
た

軍
属
は
す
ぐ
本
国
へ
強
制
送
還

さ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
ま
た

配
備
当
初
は
駐
在
所
の
統
廃
合

の
時
期
で
し
た
が
、
県
に
要
請
し

て
車
力
地
区
の
駐
在
所
を
残
し

て
も
ら
う
な
ど
防
犯
体
制
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

中
山
：
配
備
さ
れ
て
い
る
米
軍
の

方
は
ど
う
い
う
所
に
住
ん
で
い

ま
す
か
。
ま
た
、
ご
家
族
や
お

子
さ
ん
は
い
ま
す
か
。

福
島
：
基
地
の
す
ぐ
近
く
の
集

落
内
と
市
内
中
心
部
の
２
カ
所

に
住
居
が
あ
り
、
家
族
の
方
約

40
人
が
住
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

住
民
懇
談
会
よ
り
抜
粋

※
「
京
」
は
京
丹
後
市
民
、「
京
市
」

は
京
丹
後
市
、「
つ
」
は
つ
が
る
市

民
、「
つ
市
」
は
つ
が
る
市

京
：
Ｘ
バ
ン
ド
・
レ
ー
ダ
ー
の
電

磁
波
に
よ
る
漁
業
、
農
業
へ
の
影

響
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

つ
：
レ
ー
ダ
ー
の
前
で
漁
業
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
漁
船
の
無
線

や
魚
群
探
知
機
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
な
ど
へ

の
影
響
、
漁
獲
高
に
も
影
響
あ

り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
基
地
の
周
辺
で
作
物

を
栽
培
し
て
い
ま
す
が
、
風
評

被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
。

京
：
健
康
面
で
の
影
響
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

つ
市
：
特
に
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
万
一
に
備
え
て
、
市
民
の
ガ

ン
検
診
を
無
料
に
し
、
０
歳
か

ら
中
学
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費

を
全
額
無
料
に
す
る
な
ど
の
施

策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

京
：
最
終
的
に
受
け
入
れ
を
承

諾
し
た
理
由
は
。
当
初
、
配
備

の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
時
に
反

対
し
た
方
は
い
ま
し
た
か
。

つ
：
申
し
入
れ
当
初
は
、
反
対
の

声
が
多
か
っ
た
で
す
が
、
何
度
も

防
衛
省
や
市
か
ら
説
明
を
聞
き
、

配
備
に
関
す
る
不
安
は
払
拭
さ

れ
ま
し
た
。

京
市
：
Ｘ
バ
ン
ド
・
レ
ー
ダ
ー
が

配
備
さ
れ
る
こ
と
で
、
攻
撃
の
リ

ス
ク
が
高
ま
る
不
安
は
あ
り
ま

し
た
か
。

つ
：
防
衛
省
か
ら
は
、
万
が
一

攻
撃
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
時
は
、

レ
ー
ダ
ー
で
ミ
サ
イ
ル
を
探
知

し
、
飛
来
す
る
前
に
撃
ち
落
と

す
と
い
う
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
長
寿
世
界
一
お
よ
び
男
性
史
上
最
長
寿
の
木

村
次
郎
右
衞
門
さ
ん
の
満
１
１
６
歳
の
誕
生
日

を
お
祝
い
す
る
た
め
、
中
山
泰
市
長
と
土つ

ち

家や

篤

丹
後
広
域
振
興
局
長
が
４
月
19
日
、
木
村
さ
ん

の
自
宅
（
丹
後
町
中
野
）
を
表
敬
訪
問
し
ま
し

た
。

　

中
山
市
長
は
こ
の
日
、「
１
１
６
歳
の
お
誕

生
日
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
お

祝
い
の
言
葉
を
述
べ
、
不
老
不
死
の
徐
福
伝
説

を
モ
チ
ー
フ
に
描
い
た
ち
り
め
ん
製
の
タ
ペ
ス

ト
リ
ー
や
国
内
外
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
１
５
６
通

の
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
手
渡
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
安
倍
総
理
か
ら
も
お
祝
い
の
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
届
け
ら
れ
、映
像
を
上
映
し
ま
し
た
。

　

木
村
さ
ん
は
、「
は
い
、
は
い
」
と
何
度
も

返
事
を
さ
れ
、
総
理
の
言
葉
に
対
し
て
も
、
う

な
ず
い
た
り
、「
あ
り
が
と
う
」
と
答
え
、
に

こ
や
か
に
表
情
を
緩
め
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
土
家
局
長
（
山
田
府
知
事
代
理
）
か

ら
お
祝
い
の
言
葉
な
ら
び
に
木
村
さ
ん
が
や

し
ゃ
ご
の
小
田
彰あ

き

一か
ず

（
１
）
ち
ゃ
ん
を
抱
っ
こ

し
て
い
る
様
子
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
西
陣
織
の

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
訪
問
に
は
、報
道
関
係
者
が
多
数
駆
け
付
け
、

木
村
さ
ん
の
姿
が
全
国
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

翌
日
、
木
村
さ
ん
に
と
っ
て
14
人
目
の
や

し
ゃ
ご
に
当
た
る
木
村
瑞み

ず

生き

ち
ゃ
ん
（
０
）
が

里
帰
り
し
、
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

木
村
次
郎
右
衞
門
さ
ん
１
１
６
歳
に

長
寿
世
界
一
、
男
性
史
上
最
長
寿

Ｘバンド・レーダー配備に関して、意見交換が行われた住民
懇談会（3月26日、豊富地区コミュニティセンターで）

中山市長が156通のお
祝いメッセージを木村さ
んに手渡した

安倍総理からのメッセ―ジ映像を見る木村さん治
安
上
の
問
題
は

市
長
会
談
よ
り
抜
粋

電
磁
波
に
よ
る
影
響
は

受
け
入
れ
の
決
め
て
は

攻
撃
さ
れ
る
と
い
う
不
安
は

米
軍
の
方
の
住
ま
い
は
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そ
れ
ぞ
れ
の
長
い
歴
史
に
幕

市
内
７
小
中
学
校
で
閉
校
式

７校が再配置、新年度から新しい小中学校に

　
市
内
の
小
中
学
校
の
閉
校
式
が
３
月
下
旬
に
開
か
れ
、
大
宮
町
の
大
宮
第
二
小
、
大
宮
第
三
小
、

久
美
浜
町
の
神
野
小
、
田
村
小
、
湊
小
の
５
小
学
校
と
久
美
浜
町
の
久
美
浜
中
、
高
龍
中
の
２
中

学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。
各
校
は
、
市
の
「
学
校
再
配
置
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
再
配
置
さ
れ
、
４
月
１
日
、
新
し
い
小
中
学
校
と
し
て
出
発
し
ま
し
た
。

「
あ
り
が
と
う
」 

校
舎
に
感
謝
と
別
れ

「
命
・
今
・
仲
間
」
高
龍
中
魂
を
忘
れ
な
い
で

　

３
月
22
日
～
24
日
の
３
日
間
、

市
内
の
７
小
中
学
校
で
閉
校
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
宮
第
二
小
学
校
（
大
宮
町
）、

神
野
小
学
校
（
久
美
浜
町
）、
久

美
浜
中
学
校
（
同
）、
は
、
３
月

22
日
、
翌
日
、
高
龍
中
学
校
（
久

美
浜
町
）、
24
日
は
、
大
宮
第
三

小
学
校
（
大
宮
町
）、
田
村
小
学

校
（
久
美
浜
町
）、湊
小
学
校
（
久

美
浜
町
）
の
体
育
館
に
お
い
て
そ

れ
ぞ
れ
閉
校
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。

　

式
典
に
は
、
市
長
や
副
市
長
、

教
育
関
係
者
、
地
元
区
長
ら
が
出

席
。
校
長
や
来
賓
か
ら
は
、
同
校

長い歴史に幕を下ろした校舎（田村小）

三重地区に伝わる郷土芸能「神楽」を披露（大宮第三小で）

最後に校歌を斉唱し、学校に別れを告げる児童たち（神野小で）

の
伝
統
や
歴
史
を
振
り
返
り
、
関

係
者
に
感
謝
の
意
を
伝
え
、
新
た

な
出
発
を
控
え
る
児
童
ら
に
エ
ー

ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
児
童
生
徒
の
代
表
者

は
、
運
動
会
や
遠
足
な
ど
学
校
行

事
を
振
り
返
り
、
楽
し
か
っ
た
こ

と
や
辛
か
っ
た
こ
と
な
ど
思
い
出

を
発
表
し
ま
し
た
。

　
次
に
学
校
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ

る
校
旗
を
児
童
生
徒
か
ら
校
長
を

経
て
、
小
松
教
育
委
員
長
へ
、
最

後
に
中
山
市
長
に
返
納
さ
れ
ま
し

た
。

　
最
後
に
出
席
者
全
員
で
校
歌
を

斉
唱
し
、
式
典
を
締
め
く
く
り
ま

し
た
。

　
４
月
か
ら
新
た
な
校
舎
に
通
う

大
宮
第
三
小
、
田
村
小
、
湊
小
で

は
、
地
域
役
員
や
関
係
者
、
卒
業

生
な
ど
に
よ
る
地
域
主
催
の
行
事

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
宮
第
三
小
で
は
、
学
校
の
歴

史
を
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
振
り
返

る
と
と
も
に
、「
神か

ぐ
ら楽
」
や
「
太

刀
振
り
」
な
ど
の
伝
統
芸
能
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
田
村
小
で
は
、

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
や
合
唱
な
ど
、

湊
小
で
は
、
ト
ウ
テ
イ
ラ
ン
の
植

栽
、
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
埋
設
な

ど
が
行
わ
れ
、
閉
校
を
惜
し
み
つ

つ
新
た
な
ス
タ
ー
ト
に
向
け
、
ひ

と
つ
の
区
切
り
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
児
童
ら
は
、
地
域
の
方
と

の
思
い
出
が
た
く
さ
ん
で
き
た
こ

と
や
大
勢
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ

て
き
た
こ
と
に
対
し
て
、
何
度
も

「
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
湊
小
校
内
の
展
示

室
に
は
、
学
校
の
歴
史
を
物
語
る

当
時
の
教
科
書
や
手
紙
、
ア
ル
バ

学校行事の記録をつづったアルバムや教科書、手紙などが展示された（湊小で）

　
生
徒
会
長
の
清
水
一
平
君
（
当

時
高
龍
中
３
年
）
は
、『
別
れ
の

こ
と
ば
』
と
題
し
「
高
龍
中
最
後

の
年
と
し
て
、
思
い
出
に
残
る
、

ま
た
良
い
形
で
引
き
継
げ
る
締
め

く
く
り
の
一
年
と
す
る
た
め
、
合

唱
祭
や
体
育
祭
、
ク
ラ
ブ
活
動
な

ど
を
み
ん
な
で
一
所
懸
命
に
取
り

組
ん
だ
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
１
、２
年
生
に
は
、「
新
た
な
環

境
で
不
安
も
多
く
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
ど
ん
ど
ん
自
分
を
出
し
て

く
だ
さ
い
」
と
述
べ
◇
両
校
の
伝

統
を
受
け
継
い
で
い
く
こ
と
◇
お

互
い
協
力
し
て
、
新
た
な
伝
統
を

つ
く
っ
て
い
く
こ
と
◇
地
域
と
の

交
流
を
行
う
こ
と
を
守
る
よ
う

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
「
高
龍
中
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
“
命
・
今
・
仲
間
”
の
誓
い
は
、

絶
対
に
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
」

と
力
強
く
語
り
か
け
ま
し
た
。

ム
に
添
付
さ
れ
た
白
黒
写
真
、
児

童
の
作
品
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
来

場
者
は
懐
か
し
い
品
々
を
手
に
取

り
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

校旗返納の前に、式典出席者の前で披露
された（神野小で）

「別れのことば」と題し発表する
生徒会長の清水君（高龍中で）

再配置前（～H25.3.31） 再配置後（H25.4.1～）

大宮南小学校大宮第二小学校
大宮第三小学校

久美浜中学校
高龍中学校

湊小学校
神野小学校
田村小学校

かぶと山小学校

久美浜中学校

特 集

市内７小中学校で閉校式
それぞれの長い歴史に幕特 

集
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久
美
浜
中
学
校
の
歩
み（
概
要
）

　
　
　
　         

※
年
度

昭
和

22
年 

「
久
美
谷
村
組
合
立
久
美
浜
中
学

校
」「
神
野
村
・
田
村
組
合
立
松

江
中
学
校
」「
湊
村
立
湊
中
学
校
」

発
足

24
年 

久
美
中
・
松
江
中
・
湊
中
を
廃

し
て
、
新
し
く
「
久
美
浜
町
・

久
美
谷
村
・
神
野
村
・
田
村
・

湊
村
の
５
ヶ
町
村
組
合
立
久
美

浜
中
学
校
」
発
足
。
新
校
舎
落

成
す
る
。
湊
中
は
「
組
合
立
久

美
浜
中
学
校
湊
分
校
」
と
し
て

発
足
し
、
12
月
３
日
新
校
舎
竣

工

30
年 

町
村
合
併
に
伴
い
、「
久
美
浜
町

立
久
美
浜
中
学
校
」「
久
美
浜
町

立
久
美
浜
中
学
校
湊
分
校
」
に

35
年 

特
別
教
室
竣
工

36
年 

職
員
室
増
築
工
事
完
了

58
年
「
湊
分
校
」
閉
校
式
。
新
校
舎
竣

工
式
。
新
生
「
久
美
浜
中
学
校
」

と
し
て
出
発

59
年 

給
食
棟
竣
工
。
２
階
は
格
技
室
。

60
年 

グ
ラ
ウ
ン
ド
夜
間
照
明
施
設
完

成

平
成 

４
年 

久
美
浜
中
学
校
同
窓
会
発
足

16
年 

合
併
に
伴
い
、「
京
丹
後
市
立
久

美
浜
中
学
校
」
に

24
年 

京
丹
後
市
立
久
美
浜
中
学
校
「
閉

校
」

 新「大宮南小」「かぶと山小」「久美浜中」が開校

　「学校再配置基本計画」に基づき、今年３月末をもっ
て閉校した市内７小中学校が新しく「大宮南小学校」
（大宮町）と「かぶと山小学校」（久美浜町）、「久美
浜中学校」（久美浜町）となり、４月１日に開校しま
した。
　４月８（大宮南小、かぶと山小）、９日（久美浜中）
に行われた開校式では、新調された校旗が中山市長
から小松教育委員長を経て校長に手渡されました。
　最後に、京丹後にゆかりのある元教諭らが作詞・
作曲した新しい校歌を児童たちが元気よく合唱しま
した。児童や関係者らが各校の新しい歴史のスター
トを祝いました。
　８日、大宮南小で行われた開校式では、矢野和子
校長が「児童のみなさん、友達をたくさんつくって、
楽しい学校生活を送り、南小の歴史を一緒につくっ
ていきましょう」とあいさつ。
　また、児童の代表あいさつでは、３月に閉校した
かぶと山小の児童代表が「一日も早くみんなと仲良
くなり、新しいかぶと山小の学校生活を楽しみたい」
と決意を述べました。　

▲開校に当たり決意を述べる児童（かぶと山小）

関係者ら歴史のスタート祝う

高
龍
中
学
校
の
歩
み（
概
要
）

※
年
度

昭
和

22
年 

「
組
合
立
熊
野
第
一
中
学
校
」「
組

合
立
佐
濃
中
学
校
」
発
足

24
年
「
組
合
立
高
龍
中
学
校
」
に

25
年  

統
合
校
舎
竣
工

26
年 

生
徒
会
発
足

27
年
『
高
龍
中
学
校
校
歌
』
を
制
定

30
年 

町
村
合
併
に
伴
い
久
美
浜
町
立
・

佐
濃
村
組
合
立
高
龍
中
学
校
に

31
年 

同
窓
会
よ
り
校
旗
を
寄
贈

33
年 

佐
濃
村
編
入
に
伴
い
「
久
美
浜

町
立
高
龍
中
学
校
」
に

36
年 

北
校
舎
竣
工

37
年 

中
校
舎
他
竣
工

40
年 

新
体
育
館
が
竣
工

41
年 

新
寄
宿
舎
竣
工

46
年 

プ
ー
ル
が
竣
工

52
年 

グ
ラ
ウ
ン
ド
拡
張
工
事
完
成

53
年 

高
龍
中
学
校
同
窓
会
再
興
総
会

を
挙
行

54
年 

本
館
棟
竣
工
。
創
立
30
周
年
記

念
式
典
を
挙
行

60
年 

同
窓
会
よ
り
校
旗
を
寄
贈

平
成

元
年 

校
舎
建
築
第
一
期
工
事
が
竣
工
、

ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で
の
学
校
給
食
を

開
始
。

２
年 

同
窓
会
よ
り
応
援
横
断
幕
を
寄

贈

４
年 

グ
ラ
ウ
ン
ド
東
側
フ
ェ
ン
ス
、
防

球
ネ
ッ
ト
を
改
修
。 

コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
室
新
設

16
年
合
併
に
伴
い
、「
京
丹
後
市
立
高

龍
中
学
校
」
に

24
年 

京
丹
後
市
立
高
龍
中
学
校「
閉
校
」

４月１日

◀小松教育委員長から新校旗を受け取る
矢野大宮南小校長

久美浜中で行われた開校式の様子

市内７小中学校で閉校式
それぞれの長い歴史に幕特 

集
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田
村
小
学
校
の
歩
み（
概
要
）

※
年
度

明
治

７
年		「
関
学
校
」「
三
分
学
校
」
設
立

９
年		

校
舎
移
転

12
年 

校
舎
新
築
。
三
分
分
教
場
廃
止

23
年 

「
関
尋
常
小
学
校
」
に

34
年
「
関
尋
常
高
等
小
学
校
」
に

42
年 

校
舎
の
増
築
、
本
館
修
理

大
正

15
年	

田
村
青
年
訓
練
所
併
設

昭
和

２
年		

丹
後
大
震
災
。
校
舎
が
一
部
傾
斜

３
年 

現
在
地
に
移
転
、
校
舎
改
築

16
年
「
国
民
学
校
」
に

22
年		「
田
村
小
学
校
」
に

30
年		「
久
美
浜
町
立
田
村
小
学
校
」
に

48
年	

創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業

55
年	

現
校
舎
竣
工
（
総
工
費

３
億
６
千
万
円
）

平
成

16
年 

合
併
に
伴
い
、「
京
丹
後
市
立
田

村
小
学
校
」
に

24
年 

京
丹
後
市
立
田
村
小
学
校
「
閉

校
」

湊
小
学
校
の
歩
み
（
概
要
）

※
年
度

明
治

８
年 

湊
小
学
校
、
宝
泉
寺
を
仮
校
舎
と

し
て
開
校 

22
年
「
湊
尋
常
小
学
校
」
に 

26
年 

蒲
井
分
教
室
開
設
。
福
正
庵
大

日
寺
に
１
・
２
年
児
童
通
学 

30
年 

湊
宮
小
字
下
ノ
町
に
校
舎
新
築

34
年 

蒲
井
分
教
室
新
築 

42
年 

義
務
教
育
年
限
２
年
延
長
尋
常

科
６
年
制
と
な
り
校
舎
増
築 

大
正 

８
年 

教
室
増
築 

10
年 

湊
宮
実
業
補
修
学
校
併
設
、
開
校 

11
年 

新
校
舎
竣
工 

昭
和

２
年 

丹
後
大
震
災
10
日
間
臨
時
休
業 

16
年 

「
国
民
学
校
」
に 

22
年 

「
湊
小
学
校
」
に 

39
年 

鉄
筋
２
階
建
校
舎
新
築

50
年 

創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典
挙
行

　
　

 

１
０
０
年
史
編
集
発
行 

52
年 

体
育
館
新
築 

59
年 
新
校
舎
（
本
館
、給
食
棟
）
完
成
、

蒲
井
分
校
廃
校 

60
年 

南
グ
ラ
ウ
ン
ド
フ
ェ
ン
ス
設
置
、

玄
関
前
庭
造
成 

61
年 

北
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
囲
防
球
ネ
ッ

ト
、
渡
り
廊
下
防
雪
設
備
設
置 

平
成

６
年 

プ
ー
ル
完
成 

16
年 

合
併
に
伴
い
、「
京
丹
後
市
立
湊

小
学
校
」
に

24
年 

京
丹
後
市
立
湊
小
学
校
「
閉
校
」

大
宮
第
三
小
学
校
の
歩
み（
概
要
）

　
　
　
　
※
年
度

明
治

６
年 

三
重
校
創
立
（
萬
歳
寺
）、
延
利 

校
創
立
（
長
福
寺
） 

７
年 

三
重
校
校
舎
、
延
利
校
校
舎
移
転 

９
年 

三
重
校
校
舎
を
三
重
村
舞
台
へ
移
転

11
年 

三
重
校
校
舎
新
築 

16
年 

延
利
校
新
校
舎
竣
工
、
久
住
分

教
場
を
設
置 

20
年 

「
三
重
尋
常
小
学
校
」
に 

21
年 

「
延
利
尋
常
小
学
校
」
に 

34
年 

「
五
十
河
村
立
延
利
尋
常
高
等
小

学
校
」
に
、
高
等
科
を
併
設 

43
年
「
三
重
尋
常
高
等
小
学
校
」
に
、

高
等
科
を
併
設 

大
正

12
年 

三
重
尋
常
高
等
小
学
校
新
築
、

大
賀
旧
校
舎
よ
り
移
転 

昭
和

2
年 

丹
後
大
地
震
。
被
害
軽
微
、
延
利

尋
常
高
等
小
学
校
新
校
舎
竣
工 

４
年
「
五
十
河
尋
常
高
等
小
学
校
」
に 

16
年
「
国
民
学
校
」
に 

22
年 

「
三
重
・
五
十
河
小
学
校
」
に 

26
年
「
大
宮
町
立
三
重
小
学
校
」
に 

31
年
「
大
宮
町
立
五
十
河
小
学
校
」
に 

55
年 

学
校
統
合
に
よ
り
、「
大
宮
第
三

小
学
校
」
開
校 

　
　

 

新
校
舎
、
ス
キ
ー
場
完
成
、
プ
ー

ル
竣
工 

平
成

16
年 

合
併
に
伴
い
、「
京
丹
後
市
立
大

宮
第
三
小
学
校
」
に 

18
年 

複
式
学
級
、
障
害
児
学
級
閉
級 

19
年 

複
式
学
級
閉
級

24
年 

京
丹
後
市
立
大
宮
第
三
小
学
校

「
閉
校
」

大
宮
第
二
小
学
校
の
歩
み（
概
要
）

　
　
　
※
年
度

明
治

６
年 
常
吉
校
・
三
重
校
創
立(

萬
歳
寺)

７
年 
倉
垣
校
創
立
・
三
重
校
移
転

９
年 

常
吉
校
を
「
若
葉
校
」
に

11
年 

三
重
校
舎
新
築

12
年 

倉
垣
校
廃
止
、「
大
野
校
」
に

16
年 

大
野
校
よ
り
独
立

19
年 

「
倉
垣
尋
常
小
学
校
」
に

29
年 

常
吉
尋
常
小
学
校
新
築
移
転

43
年 

「
三
重
尋
常
高
等
小
学
校
」
に

大
正

８
年 

倉
垣
尋
常
小
学
校
全
焼

10
年 

倉
垣
尋
常
小
学
校
新
築

11
年 

常
吉
尋
常
小
学
校
校
舎
竣
工

12
年 

「
常
吉
尋
常
高
等
小
学
校
」
に
、

三
重
尋
常
高
等
小
学
校
校
舎
竣
工

13
年 

高
等
科
を
併
設
し
「
倉
垣
尋
常

高
等
小
学
校
」
に

昭
和

２
年 

丹
後
大
震
災
。倉
垣
校
校
舎
傾
斜
、

常
吉
校
校
舎
損
傷

５
年 

常
吉
校
新
築
竣
工

15
年 

倉
垣
校
講
堂
本
館
の
増
改
築
竣
工

16
年 

「
国
民
学
校
」
に

20
年 

学
童
集
団
疎
開
受
け
入
れ
、
常

吉
校
へ
鳳
徳
校
・
倉
垣
校
へ
鳳
徳

校
・
三
重
校
へ
待
賢
校

22
年 

「
常
吉
・
倉
垣
・
三
重
小
学
校
」
に

24
年 

常
吉
小
体
育
館
・
職
員
室
竣
工

26
年 

町
村
合
併
に
よ
り
三
校
と
も
大

宮
町
立
と
な
る

55
年 

学
校
統
合
に
よ
り
、「
大
宮
第
二

小
学
校
」
開
校
、
プ
ー
ル
竣
工
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
夜
間
照
明
設
備
完
成

56
年 

ス
キ
ー
場
完
成

平
成

16
年 

合
併
に
伴
い
、「
京
丹
後
市
立
大

宮
第
二
小
学
校
」
に

24
年
京
丹
後
市
立
大
宮
第
二
小
学
校

「
閉
校
」

神
野
小
学
校
の
歩
み（
概
要
）

※
年
度

明
治

８
年 

神
野
校
創
立

12
年 

浦
明
村
オ
オ
ク
ジ
に
校
舎
竣
工

16
年 

甲
山
、
鹿
野
、
葛
野
の
三
カ
村
に

分
教
場
設
置

19
年 

学
校
令
発
令
小
学
校
を
尋
常
・

高
等
に
区
別

22
年 

「
神
野
尋
常
小
学
校
」
に

43
年 

校
地
を
小
字
カ
ン
ド
ノ
に
移
転

校
舎
竣
工

大
正

15
年 

「
神
野
尋
常
高
等
小
学
校
」
に

昭
和

７
年 

新
校
舎
竣
工
（
３
０
６
２
５
円
）

16
年 

「
国
民
学
校
」
に

22
年
「
神
野
小
学
校
」
に

49
年 

神
野
小
学
校
校
歌
発
表

49
～
50
年 

校
舎
建
築
起
工
・
新
校
舎

竣
工

59
年 

新
校
舎
竣
工
10
周
年
記
念
運
動

会
開
催
（「
神
野
小
学
校
百
十
年

の
あ
ゆ
み
」
発
行
）

平
成

２
年 

学
校
大
改
修
（
体
育
館
・
教
室
棟

の
屋
根
、
壁
面
工
事
、
児
童
便
所

水
洗
化
、
西
階
段
補
修
）、
ラ
ン

チ
ル
ー
ム
竣
工
（
全
校
児
童
、
ラ

ン
チ
ル
ー
ム
に
よ
る
給
食
開
始
）

５
年 

プ
ー
ル
完
成

16
年 

合
併
に
伴
い
、「
京
丹
後
市
立
神

野
小
学
校
」
に

24
年 
京
丹
後
市
立
神
野
小
学
校
「
閉
校
」
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公共交通

水
戸
岡
鋭
治
さ
ん
「
地
域
再
生
の
起
爆
剤
に
」

観
光
列
車
「
あ
か
ま
つ
」「
あ
お
ま
つ
」
発
進

まちづくり

「
幸
福
度
を
活
か
し
た
地
域
創
造
」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
中
山
市
長
が
出
席

市
民
総
幸
福
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
発
表

観 光 振 興 に
期 待 の 声

上田　哲志さん
（弥栄市民局配置）

　

西
舞
鶴
駅
で
14
日
に
開
か
れ

た
出
発
式
に
は
、
前
林
副
市
長
、

山
田
府
知
事
、
沿
線
市
町
の
首

長
、
車
両
デ
ザ
イ
ン
を
手
掛
け

た
世
界
的
な
工
業
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
水み

戸と

岡お
か

鋭え
い

治じ

さ
ん
が
出
席
。

地
元
市
民
や
利
用
客
の
ほ
か
鉄

道
フ
ァ
ン
な
ど
２
０
０

人
が
会
場
に
詰
め
か
け

ま
し
た
。
水
戸
岡
さ
ん

は
、「
こ
の
列
車
が
地
域

再
生
の
起
爆
剤
に
な
れ

ば
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　

こ
の
後
、
大
勢
の

カ
メ
ラ
マ
ン
が
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
る
中
、
西
舞

鶴
発
豊
岡
行
「
丹
後
あ

か
ま
つ
１
号
」
が
西
舞

鶴
駅
を
出
発
し
ま
し
た
。

　

車
内
で
は
、
丹
後
ち

り
め
ん
の
着
物
姿
の
一

般
女
性
た
ち
が
、
着
物

の
良
さ
を
他
の
乗
客
に

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
沿
線
や
各
駅
で
は
、

住
民
が
列
車
に
向
か
っ
て
手
を

振
っ
た
り
、
よ
さ
こ
い
踊
り
を

披
露
し
た
り
し
ま
し
た
。
網
野

駅
で
は
、
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
「
コ
ッ
ペ
ち
ゃ
ん
」

や
京
丹
後
宿
お
か
み
さ
ん
の
会

の
メ
ン
バ
ー
ら
が
出
迎
え
ま
し

た
。
乗
客
は
、「
ホ
テ
ル
の
中
に

い
る
み
た
い
」「
車
窓
か
ら
の
眺

め
は
最
高
」「
観
光
気
分
に
浸
れ

る
」
な
ど
と
感
想
を
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

両
車
両
は
、
普
通
列
車
と
し

て
約
20
年
使
わ
れ
た
も
の
を
改

装
し
た
も
の
で
、
赤
色
の
「
あ

か
ま
つ
」
は
、
ソ
フ
ァ
や
テ
ー

ブ
ル
席
を
多
く
配
置
し
た
ゆ
と

り
の
あ
る
空
間
が
特
徴
で
35
人

の
定
員
制
。
普
通
運
賃
と
乗
車

整
理
券
（
３
０
０
円
）
が
必
要
。

青
色
の
「
あ
お
ま
つ
」
は
自
由

席
で
普
通
運
賃
だ
け
で
乗
車
で

　
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
（
Ｋ
Ｔ
Ｒ
）
の
観
光
型
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
車
両

「
あ
か
ま
つ
」「
あ
お
ま
つ
」
を
使
用
し
た
観
光
型
列
車
の
運
行
が
４

月
14
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
意
見
交

換
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

「
市
民
総
幸
福
」
の
最
大
化
を
目

指
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
「
挑
戦
」
を
前
提
に
留

意
点
を
含
め
考
え
方
を
説
明
◇

誰
も
置
き
去
り
に
し
な
い
―
程
度

の
差
こ
そ
あ
れ
皆
が
幸
福
に
な
っ

て
い
く
よ
う
な
あ
り
方
、
誰
も
置

き
去
り
に
さ
れ
な
い
あ
り
方
を
目

指
す
。
行
政
の
軸
が
ぶ
れ
な
い
た

め
に
、
幸
福
の
軸
を
置
く
◇
利
他

の
幸
福
―
関
係
性
か
ら
幸

福
が
生
ま
れ
る
。
相
手
に

喜
ん
で
い
た
だ
き
、
自
ら

の
喜
び
と
し
て
幸
福
と
な

る
よ
う
な
取
り
組
み
を
ま

ち
づ
く
り
に
位
置
付
け
る

◇
主
観
的
幸
福
感
―
同
じ

幸
福
の
指
標
の
物
理
量
で

あ
っ
て
も
見
方
が
違
う
こ

と
に
対
し
、
環
境
整
備
な

ど
政
策
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を

模
索
す
る
。

き
ま
す
。

　

車
内
で
は
、
乗
務
員
に
よ
る

観
光
案
内
や
写
真
撮
影
の
サ

ポ
ー
ト
、
駅
弁
や
丹
後
の
特
産

品
、
列
車
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ

ズ
な
ど
も
販
売
さ
れ
ま
す
。

　

偶
数
日
に
は
「
丹
後
あ
か
ま

つ
号
」
と
し
て
、
西
舞
鶴
―
豊

岡
を
往
復
し
、奇
数
日
に
は
「
丹

後
あ
お
ま
つ
号
」
と
し
て
、
西

舞
鶴
―
福
知
山
、
福
知
山
―
天

橋
立
を
運
行
し
ま
す
。

※
運
行
ダ
イ
ヤ
な
ど
は
、
北
近

畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
国

立
ブ
ー
タ
ン
研
究
所
と
内
閣
府
経

済
社
会
総
合
研
究
所
と
の
間
で
、

幸
福
度
に
関
す
る
国
際
共
同
研
究

の
開
始
に
当
た
り
開
催
さ
れ
ま
し

た
。「
幸
福
度
を
活
か
し
た
地
域

創
造
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
中
山

市
長
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
招
待

を
受
け
、
西
川
荒
川
区
長
（
東
京

都
）、笠
松
上
勝
町
長
（
徳
島
県
）、

豊
重
串
良
ま
ち
柳
谷
公
民
館
長

（
鹿
児
島
県
鹿
屋
市
）
と
と
も
に
、

木
材
を
多
く
使
い
落
ち
着
い
た
雰
囲
気

の
内
装
（
あ
お
ま
つ
）

(C)EIJI MITOOKA + DON DESIGN ASSOCIATES

　
市
で
は
、「
市
民
総
幸
福
」
の
最
大
化
を
目
指
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
研
究
会
を
設
立
し
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
３
月
19
日
、「
幸
福
度
を
活
か
し
た
政
策
決
定
と
地
域

創
造
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
、
日
・
ブ
ー
タ
ン
共
同
研
究
・
合
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
中
山
市
長
が
招

か
れ
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
殺
の
な
い
社
会
を
実

現
す
る
た
め
に
、
全
国
の
自
治
体

に
呼
び
掛
け
「
自
殺
の
な
い
社
会

づ
く
り
市
区
町
村
会
」
を
設
立
。

　
さ
ら
に
、
寄
り
添
い
伴
走
し
な

が
ら
、
就
労
な
ど
出
口
ま
で
つ
な

市民総幸福のまちづくりについて発表を行う
中山市長

げ
る
。『
く
ら
し
』
と
『
し
ご
と
』

の
寄
り
添
い
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、「
住
民
の
幸

福
感
を
増
す
た
め
に
最
も
重
要
視

し
て
い
る
も
の
は
？
」
と
い
う
問

い
か
け
に
中
山
市
長
は
、
◇
所
得

と
雇
用
な
ど
の
分
野
で
、
し
っ
か

り
と
生
活
が
で
き
、
か
つ
発
展
で

き
る
環
境
づ
く
り
、
同
時
に
今
の

環
境
の
中
で
も
本
当
に
喜
べ
る
こ

と
が
大
切
◇
高
齢
者
社
会
は
長
寿

社
会
。
長
寿
社
会
の
光
輝
く
面
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
楽
し
み
や
喜

び
、
味
わ
い
を
深
め
て
い
く
ま
ち

づ
く
り
の
展
開
◇
２
０
０
円
バ
ス

な
ど
の
取
り
組
み
を
提
示
す
る
と

と
も
に
、
経
済
社
会
総
合
研
究
所

を
、
幸
福
大
国
総
合
研
究
所
に
拡

充
し
、
国
を
挙
げ
て
幸
福
の
問
題

に
つ
い
て
研
究
す
る
よ
う
提
案
し

ま
し
た
。

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
椎
川
忍

氏
（
総
務
省
地
域
力
創
造
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
・
内
閣
官
房
地
域
活
性
化

伝
道
師
）
か
ら
は
、
本
市
の
福
祉

施
設
に
お
け
る
接
遇
の
あ
り
方
や

地
域
全
体
で
高
齢
者
を
大
切
に
し

よ
う
と
す
る
取
り
組
み
が
高
い
評

価
を
受
け
ま
し
た
。

地
域
に
ぎ
わ
い
創
り
推
進
員
が
交
代

新
た
に
葊
野
勝
義
さ
ん
、
上
田
哲
志
さ
ん
を
選
任

人事

京
丹
後
副
市
長

前
林
保
典
氏
を
選
任

　

京
丹
後
副
市
長
に
、
前
府
丹

後
広
域
振
興
局
長
の
前ま

え

林ば
や
し

保や
す

典の
り

前林 保典 副市長

氏
（
60
）
を
市
議
会
の
同
意
を

得
て
選
任
し
ま
し
た
。
任
期
は

４
月
１
日
か
ら
４
年
間
で
す
。

【
主
な
略
歴
】
昭
和
52
年
、
京
都

府
の
職
員
に
採
用
さ
れ
、
道
路

公
社
建
設
事
務
、
建
設
交
通
部

技
監
な
ど
を
歴
任
。
平
成
23
年

４
月
か
ら
丹
後
広
域
振
興
局
長

を
務
め
、
25
年
３
月
退
職
。

まちづくり
　

市
は
、
地
域
の
特
性
や
特
徴
を

生
か
し
な
が
ら
市
民
と
行
政
が
協

働
し
て
地
域
自
治
活
動
な
ど
を
活

性
化
し
、
地
域
に
に
ぎ
わ
い
を
創

葊野　勝義さん
（大宮市民局配置）

出
す
る
た
め
、「
地
域
に
ぎ
わ
い
創

り
推
進
員
」
を
６
市
民
局
に
配
置

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
４
月
１
日
か
ら
、
大
宮
町

お
よ
び
弥
栄
町
の
推
進
員
が
交

代
し
、
新
た
に
葊
野
勝
義
さ
ん

（
大
宮
町
下
常
吉
）
と
上
田
哲
志

さ
ん
（
弥
栄
町
和
田
野
）
を
配

置
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
配
置
先
の
市
民
局

が
管
轄
す
る
区
域
に
お
い
て
、

市
民
局
と
一
緒
に
、
市
民
目
線

で
地
域
の
に
ぎ
わ
い
創
り
の
事

務
に
当
た
り
ま
す
。
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医療

市
立
病
院
経
営
改
善
専
門
委
員

葊
野
勇
夫
さ
ん
を
再
任

　

任
期
満
了
に
伴
う
市
立
病
院

経
営
改
善
専
門
委
員
に
葊
野
勇

交通安全
交通安全指導員を改選

交通安全啓発・事故防止に 12人が活躍
　任期満了に伴い、市の交通安全指導員を改選し、12
人を中山市長が委嘱しました。
　委嘱を受けた指導員は、平成 28 年 3 月 31 日までの
任期中、市内での交通事故の防止を図り、交通の安全
を保持するための活動を行います。

　会長には、戸
と

出
で

司
し

朗
ろう

さんが再任されました。また、
通算９期 27 年 10 カ月の長きにわたり交通安全指導員
として、交通安全・啓発に尽力いただきました、田中
功
よし

孝
たか

さん（網野町島津）に感謝状が贈られました。

【新任】
　小國　芳直さん（久美浜町女

に ょ う

布）
【再任】
　増田　明子さん（峰山町荒山）　　引

ひき

野
の

　年雄さん（網野町郷）　
　田中　千

ち

壽
ず

子
こ

さん（峰山町赤坂）　古木　幸
ゆき

雄
お

さん（丹後町中浜）
　河

こう

野
の

　忠夫さん（大宮町周
す

枳
き

）　　吉岡　正
しょう

二
じ

さん（弥栄町木橋）
　糸井　照雄さん（大宮町三重）　　戸

と

出
で

　司朗さん（久美浜町新谷）
　安井　十一さん（網野町新

しんじょ

庄）　　稲田　敦
あつ

子
こ

さん（久美浜町三谷）
【復職】
　中村　米子さん（網野町島津）

人権

任
期
満
了
に
伴
う
改
選
　
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱

行
政
相
談
委
員
に
長
田
信
子
さ
ん

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
行
政
相

談
委
員
の
山
㟢
修
さ
ん
が
退
任

さ
れ
、
新
た
に
長お

さ

田だ

信の
ぶ

子こ

さ
ん

（
網
野
町
網
野
）
が
総
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
今
年
４
月
１
日
か

ら
２
年
間
で
す
。

人権

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

人
権
擁
護
委
員
に
坂
本
と
み
子
さ
ん

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
人
権
擁

護
委
員
の
吉
岡
慶
子
さ
ん
が
退

任
さ
れ
、
新
た
に
坂
本
と
み
子

さ
ん
（
網
野
町
浜
詰
）
が
法
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
委
嘱
状
伝
達
式
は
、
４
月
５
日

下水道
下水道事業普及推進員を再任

平田貫治さん、三浦信悟さんを任命
　水洗化率の向上のため、市
下水道事業普及推進員とし
て、平田貫治さん（弥栄町船

ふな

木
き

）と三浦信悟さん（網野町
網野）を任命し、４月１日に
委嘱状を交付しました。
　任期は、今年４月１日から
1 年間です。

に
市
役
所
峰
山
庁
舎
で
あ
り
、
法

務
大
臣
の
委
嘱
状
が
京
都
地
方
法

務
局
京
丹
後
支
局
長
の
廣
瀬
久

夫
さ
ん
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
今
年
４
月
１
日
か

ら
３
年
間
で
す
。

児童に安全な自転車の乗り方を指導する交通安全指導員
（海部小で）

【再任】

平田 貫治 さん

【再任】

三浦 信悟 さん

【再任】

葊野　勇夫 さん

夫
さ
ん
（
峰
山
町
杉
谷
）
を
再

任
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
今
年
４
月
１
日
か

ら
１
年
間
（
平
成
18
年
１
月
か

ら
継
続
）。

　

市
立
病
院
の
医
薬
材
料
の
調

達
、
経
営
状
況
な
ど
に
つ
い
て
調

査
、
分
析
を
行
い
、
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【新任】

由良 貞和 さん

商工業
市内産業のさらなる振興を目指し

市企業立地推進専門委員を新設
　市では、市内企業の事業活動の活性化と企業誘致
をさらに促進するため、市企業立地推進専門委員を
新設。専門委員として、由良貞和さん（弥栄町堤）
を委嘱しました。任期は今年４月１日から 1 年間。
　京都舞鶴港の「日本海側拠点港」選定、京都縦貫
自動車道や鳥取豊岡宮津自動車道の京丹後市内への
延伸など、経済発展に必要な産業・社会インフラが
飛躍的に向上することを見据え、市内企業のさらな
る振興を図るために設置しました。

【新任】

坂本 とみ子 さん

【新任】

長田　信子 さん
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　陸前高田市では、津波により躯
く

体
たい

だけが残った建物が
あちこちで見られ、震災から２年が経っているものの、復
興は十分に進んでいないと感じました。現地で私は、ケー
ブルＴＶやラジオ局と連携して被災地の状況を放送する
プロジェクトや、仮設住宅支援などに携わりました。
　放送プロジェクトでは、陸前高田市の災害ＦＭとＦＭた
んごの両パーソナリティによる会談を企画したり、陸前高
田市の現状などを記録した動画を使ったケーブルＴＶ番
組を作成（同番組は、市ケーブルＴＶで５月に放送予定）。
仮設住宅支援では、同住宅が冬期厳しい寒さに見舞われ
ることから、入居者の寒さを緩和し、リラックスしてもらお
うと、本市と北海道登

のぼりべつ

別市から“入浴剤”を搬入し、市
内全ての仮設住宅に配布しました。
　また、中山京丹後市長が陸前高田市東日本大震災追
悼式出席時に訪問した宮城県気

け

仙
せん

沼
ぬま

市にも同行。本市峰
山町出身の大江真

まさ

弘
ひろ

気仙沼副市長と意見交換しました。
大江副市長から「気仙沼市と京丹後市は、共に鳴き砂の
浜や国立公園がある。こういった共通点を生かして縁を深

めることも、被災地が復興
する道につながる」とうか
がいました。
　これらの活動を通じて、
私が今後やるべきことは、

“被災地の復興の状況や被
災者の声を、できるだけ多
くの方に伝える”こと。な
ぜなら、被災していない自分では、被災者の悲しみや絶望感
を十分にくみ取れない。だけど、この状況を多くの人に伝え
ることで、小さな“縁”を作ることはできる。この小さな“縁”
のつながりが、復興への近道だと確信したからです。
　復幸応援センターでは、津波で壊滅的な打撃を受けた陸
前高田市の図書館を再建させる“陸前高田市図書館ゆめプ
ロジェクト”を応援しています。読まなくなった本をお持ちの
方は、ぜひご協力をお願いします。

陸前高田市災害ＦＭに出演し、パーソナリ
ティに活動内容を話す井上係長（左）

中山京丹後市長に同行し、大江気仙
沼副市長（左）を訪問する井上係長

復興支援
市職員が復幸応援センターの勤務終え帰丹

「小さな縁のつながりが復興の近道」
　東日本大震災により壊滅的な被害を受けた岩手県陸前高田市にあ
る「陸前高田市復幸応援センター」（※）に派遣されていた本市職員
の井上浩一係長が３月１3日、２カ月の任期を終えて帰丹しました。
井上係長が現地で活動してきた内容をお伝えします。（本人談）
※陸前高田市復幸応援センター：本市が加盟する『全国青年市長会』が、陸前高田市（同
会会員市）の復旧・復興（復幸）を中長期的に支援するため、平成 23 年８月に開設。

“陸前高田市図書館ゆめプロジェクト”の詳細は、ホームペー
ジをご覧ください　＜http://books-rikuzen.jp/＞



市長直轄組織
秘書広報広聴課 広報広聴係長 ○ 小林　英樹 ( 秘書広報広聴課 )

主任 ○ 高倉　　遼 ( 秘書広報広聴課 )
主事 北尻　　光 ( 商工振興課 )
主事 行待　香織 ( 管財・収納課 )

企画総務部
企画政策課 課長 川口　誠彦 ( 観光振興課長 )

総合政策企画係長 磯田　新也 ( 管財・収納課料金
収納係長 )

計画推進係長兼公共交通
係長

○ 井上　浩一 ( 都市計画・建築住
宅課 )

総務課 主任 橋本　将彦 ( 峰山市民局 )
主事 櫻井　有希 ( 新規採用 )

人事課 人事給与係長 西村　智里 ( 財政課地方債係長 )
主任 今西　靖佳 ( 観光振興課 )
主事 井上　尚美 ( 保険事業課 )

財務部
部付課長 < 京都地方税
機構丹後地方事務所派遣
>

○ 河田　英雄 ( 税務課長補佐 )

財政課 課長補佐兼財政係長兼地
方債係長

○ 志水　丈浩 ( 企画政策課計画推
進係長 )

主事 山添　力也 ( 税務課 )
管財・収納課 課長 谷口　栄司 ( 網野市民局長 )

課長補佐兼管財係長兼料
金収納係長

岩城　宏之 ( 管財・収納課長補
佐兼管財係長 )

主任 川口　悟史 ( 入札契約課 )
主事 堀江　歳保 ( 新規採用 )

入札契約課 課長補佐兼入札審査係長 戸根　浩一 ( 入札契約課長補佐
兼契約係長兼入札審
査係長 )

契約係長 溝口　容子 ( 人事課人事給与係長 )
税務課 主幹兼庶務収納係長 ○ 森本　辰朗 ( 消防本部総務課長

補佐 )
税務課付係長 < 京都地
方税機構丹後地方事務所
派遣 >

○ 大同　敏剛 ( 税務課 )

主任 川村　義輝 ( 総務課 )
主事 < 京都地方税機構
事務局派遣 >

下岡　正宗 ( 丹後市民局 )

市民部
理事兼網野市民局長 野村　正彦 ( 市民課長 )
参事 河島　守男 ( 生活福祉課主幹兼

生活支援係長 )
市民課 課長 上田　雅彦 ( 市民課主幹兼人権・

女性政策・相談係長 )
主幹兼生活衛生係長 ○ 大江　　裕 ( 市民課長補佐兼生

活衛生係長 )
人権・女性政策・相談係長 山副ゆかり ( 丹後市民局総合窓

口係長 )
主任 金子　知子 ( 峰山市民局 )
主任 村田　雅之 ( 市民協働課 )
主任 本田　仁美 ( 久美浜病院管理課 )

竹 野 川 衛 生 セ ン
ター

管理運営係長 
( 網野衛生センター兼務 )

○ 小山　　孝 ( 竹 野 川 衛 生 セ ン
ター兼網野衛生セン
ター )

市民協働課 課長補佐兼協働推進係長 岸本　裕子 ( 市民協働課長補佐
兼協働推進係長兼防
犯・交通安全係長 )

防犯・交通安全係長 ○ 堀江　幹也 ( 市民課 )
峰山市民局 市民局長 山崎　　力 ( 市民課主幹 )

主事 嶋本　友美 ( 秘書広報広聴課 )
大宮市民局 主事 矢野　真由 ( 新規採用 )
網野市民局 主任 椋平　哲朗 ( 社会教育課 )

農林水産環境部
次長 後藤　正明 ( 環境バイオマス推

進課長兼環境総合係
長兼バイオマス政策
係長 )

農政課 課長補佐兼企画調整係長 岡野　　勲 ( 海業水産課長補佐
兼海業水産振興係長
兼漁港整備係長 )

農業振興係長 ○ 岩﨑　浩一 ( 農政課 )
都市農村交流係長 ○ 松下　幸弘 ( 農政課 )
主任 < 京都府農林水産
技術センター農林セン
ター派遣 >

大久保貴教 ( 農政課 )

主任 高田　亮平 ( 商工振興課 )
主任 水口　規宏 ( 社会教育課 )
主任 < 商工振興課兼務 > 安井　克弘 ( 農政課 )
主事 上田　雅也 ( 新規採用 )

農林整備課 主幹兼森林保全係長 ○ 松本　哲朗 ( 久美浜市民局長補
佐兼地域協働係長 )

鳥獣対策係長 ○ 松﨑　良幸 ( 保険事業課 )
技師 中江　隆夫 ( 新規採用 )

海業水産課 海業水産振興係長兼漁港整
備係長

○ 蒲田　真好 ( 農政課 )

主任技師 宇野　直樹 ( 水道整備課 )

建設部
土木課 課長 ○ 堀江　利彦 ( 土木課長補佐兼土

木係長 )
土木係長 ○ 橋本　直樹 ( 下水道整備課 )
主任技師 ○ 久代賢一郎 ( 土木課 )

都市計画・建築
住宅課

技師 永砂　幸作 ( 農林整備課 )

上下水道部
普及推進・料金課 普及推進・料金課長兼普

及推進・料金係長
平井　幸夫 ( 普及推進・料金課

長兼普及推進係長兼
料金係長 )

主任 野村　　弘 ( 総務課 )
水道整備課 課長補佐兼庶務係長 河嶋　英一 ( 農林整備課長補佐

兼鳥獣対策係長 )
課長補佐兼管理係長 池部　繁明 ( 水道整備課長補佐

兼整備係長 )
課長補佐兼整備係長 吉岡　浩司 ( 水道整備課長補佐 )

下水道整備課 課長 ○ 藤原　裕行 ( 下水道整備課長補
佐兼計画係長 )

主幹兼整備係長 ○ 下田　浩二 ( 下水道整備課長補
佐兼整備係長 )

課長補佐兼管理係長兼
庶務係長

岸本　　忍 ( 下水道整備課長補
佐兼管理係長 )

主任 鍜治　宏美 ( 普及推進・料金課 )
主任技師 溝尻　尚敏 ( 海業水産課 )
主事 森　　友宏 ( 網野市民局 )

会計管理者
会計課 課長 ○ 瀬戸千賀子 ( 税務課長補佐兼庶

務収納係長 )
会計係長兼審査係長 小西智恵子 ( 会計課会計係長 )

　4月1日付けで職員の人事異動を行いました。本年度は、商工観光部の組織を見直し、「観光振興課」を分割して『ス
ポーツ観光・交流課』を新設し、スポーツなどの観光イベントの実施や誘致、市民全体でイベントを支え又は参画する
仕組みづくりを所管し地域の活性化を進めます。「観光振興課」は、観光振興策、観光振興計画の推進分野を所管します。
同時に「商工振興課」と「産業雇用総合振興課」を統合強化し「商工振興課」として一本化しました。
(以下には、異動者、昇格・昇任者を掲載しています。氏名の前の○は昇格・昇任を表し、カッコ内は異動前の職名ま
たは所属等を掲載しています。全職員の配置については、市ホームページの「京丹後市職員名簿」に掲載しています )

京丹後市職員人事異動
消防本部
総務課 課長補佐 中西　則昭 ( 網野分署長補佐 )

消防士 上中　宙士 ( 新規採用 )
消防課 消防１係主任 岩瀬　章二 ( 消防課 )

消防１係主任 ○ 山本　篤生 ( 久美浜分署 )
消防１係員 徳田新之介 ( 久美浜分署 )
消防２係長 増田　　淳 ( 網野分署警備１係長 )
消防２係主任 木村　好宏 ( 網野分署 )
消防２係員 荻野　日翼 ( 竹野川分遣所 )
消防２係員 高野　喜仁 ( 網野分署 )
救急１係長 辻　　正男 ( 消防課消防２係長 )
救急１係主任 安井　英人 ( 網野分署 )
救急１係主任 舩越　　昇 ( 網野分署 )
救急１係員 形山敬太郎 ( 消防課 )
救急１係員 安達　貴史 ( 消防本部・総務課 )
救急２係主任 大森　　茂 ( 消防課 )
救急２係員 藤原　翔太 ( 消防本部・総務課 )
予防・調査２係主任 平井　信也 ( 網野分署 )
予防・調査２係主任 池口　直弘 ( 消防課 )
指令１係主任 辻村　昌宏 ( 消防課 )
指令２係主任 木村　雅弘 ( 消防課 )
指令３係主任 北垣　　勝 ( 消防課 )
指令３係主任 山本　景一 ( 消防課 )

網野分署 副分署長 ○ 小森　英志 ( 消防課救急１係長 )
警備１係長 山下　良之 ( 竹野川分遣所警備

２係長 )
警備１係主任 岩田　善雄 ( 久美浜分署 )
警備１係員 篠村　直樹 ( 消防課 )
警備１係員 吉岡　哲平 ( 久美浜分署 )
警備１係員 中村　真也 ( 網野分署 )
警備２係主任 田宮　恭志 ( 網野分署 )
警備２係主任 堀江　正男 ( 消防課 )
警備２係主任 井上　忠司 ( 網野分署 )
警備２係主任 野村　和孝 ( 久美浜分署 )
警備２係員 小谷　将貴 ( 竹野川分遣所 )
警備２係員 山下　寿久 ( 消防本部・総務課 )

久美浜分署 警備１係主任 吉岡　徹也 ( 竹野川分遣所 )
警備１係主任 ○ 平井　孝直 ( 網野分署 )
警備１係員 原　　光海 ( 網野分署 )
警備１係員 瀬戸　　孟 ( 消防課 )
警備２係主任 松本　欣也 ( 消防課 )
警備２係主任 藪下　茂幸 ( 竹野川分遣所 )

竹野川分遣所 警備１係長 ○ 木下　哲也 ( 消防課 )
警備１係員 坂本　竜児 ( 消防課 )
警備２係長 小西　圭介 ( 竹野川分遣所警備

１係長 )
警備２係主任 中西　孝文 ( 久美浜分署 )
警備２係主任 今井　大祐 ( 消防課 )
警備２係員 萩原　辰典 ( 消防課 )

健康長寿福祉部
次長兼「くらし」と「しご
と」の寄り添い支援セン
ター長

○ 川戸　一生 ( 弥栄市民局長 )

生活福祉課 課長 岸本　繁之 ( 久美浜病院管理課長 )

生活支援係長 ○ 田宮　　均 ( 生活福祉課 )
主任 砂井　一弘 ( 教育総務課 )
主任 ○ 藤村　貴俊 ( 生活福祉課 )
主任 片西　　優 ( 税務課 )

障害者福祉課 主任 安達　　純 ( 生活福祉課 )
長寿福祉課 課長補佐 小山　　登 ( 企画政策課長補佐

兼総合政策企画係長
兼公共交通係長 )

主任 平林　智子 ( 農林整備課 )
主任保健師 安田　啓子 ( 健康推進課 )

健康推進課 保健係長 ○ 田茂井和子 ( 健康推進課 )
主任保健師 吉野　智子 ( 長寿福祉課 )
主任栄養士 石河智恵子 ( 学校教育課 )
保健師 安積　真里 ( 新規採用 )

保険事業課 課長 ○ 木村　裕一 ( 保険事業課長補佐
兼国保年金係長 )

国保年金係長 ○ 小坂　貴寛 ( 保険事業課 )
主任 織戸　正美 ( 長寿福祉課 )
主任 岡﨑　尚子 ( 学校教育課 )
主任 奥田　彩子 ( 税務課 )

市民部
丹後市民局 市民局長 下岡啓二郎 ( 企画政策課長 )

総合窓口係長 ○ 下戸　裕子 ( 農政課 )
主任 溝尻　美穂 ( 社会教育課 )

弥栄市民局 市民局長 森戸　　毅 ( 土木課長 )
総合窓口係長 ○ 小谷　和広 ( 弥栄市民局 )
主任 安積智代美 ( 市民課 )
主事 小田垣広輝 ( 新規採用 )

久美浜市民局 地域協働係長 ○ 長砂　浩基 ( 久美浜市民局 )
主事 和田　洋司 ( 新規採用 )

農林水産環境部
環境バイオマス
推進課

課長 ○ 谷口　敏典 ( 財政課長補佐兼財
政係長 )

環境総合係長 ○ 中村　孝幸 ( 環境バイオマス推
進課 )

バイオマス政策係長 ○ 松本　　優 ( 環境バイオマス推
進課 )

主任 宇野　浩嗣 ( 産業雇用総合振興
課兼環境バイオマス
推進課 )

医療部
医療政策課 主任 小石原弘通 ( 子ども未来課 )

商工観光部
商工振興課 課長 高橋　尚義 ( 産業雇用総合振興

課長 )
課長補佐兼企業・雇用対
策係長

増田　知裕 ( 産業雇用総合振興
課長補佐兼企業・雇
用対策係長 )

主任 増田　裕貴 ( 産業雇用総合振興課 )

主任 < 公益財団法人京
都産業 21 派遣 >

蒲田　真穂 ( 産業雇用総合振興課 )

主任 蛭子ひとみ ( 下水道整備課 )

主事 < 公益財団法人京
都産業 21 派遣 >

小西　宏和 ( 産業雇用総合振興課 )

主事 清水　聡子 ( 産業雇用総合振興課 )

主事 吉村　祐輝 ( 新規採用 )

観光振興課 課長 柳内　研一 ( 商工振興課長 )

課長補佐兼観光振興係長 上羽　正行 ( 観光振興課長補佐
兼観光企画係長 )

主事 堀江　亮平 ( 農政課 )

主事 < 兵庫県但馬県民
局県民室派遣 >

橋本　一希 ( 観光振興課 )

スポーツ観光・
交流課

課長 荻野　正樹 ( 農政課主幹兼農業
振興係長 )

課長補佐兼スポーツ観光
推進係長

中島　茂樹 ( 観光振興課長補佐
兼観光振興係長 )

交流・施設係長 木本　貴文 ( 秘書広報広聴課広
報広聴係長 )

主任 鶴原　義和 ( 観光振興課 )

主任 平林　洋二 ( 観光振興課 )

主事 本城　康旭 ( 観光振興課 )

「スポーツ観光・交流課」では、丹後１００キロウルトラマラソン
などのスポーツイベントを通じて交流人口の増加や観光振興に取
り組みます

職員人事異動
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京丹後市の木「ブナ」

教育委員会事務局
教育総務課 課長補佐兼庶務係長 坪倉　武広 ( 教育総務課長補佐兼

庶務係長兼施設係長 )
施設係長 ○ 小牧　義直 ( 教育総務課 )
主事 上田　将志 ( 弥栄市民局 )

学校教育課 課長補佐兼企画振興係長 横島　勝則 ( 学校教育課長補佐
兼指導係長 )

課長補佐兼学務・指導係長 松本　晃治 ( 学校教育課長補佐
兼学務係長 )

主任 近藤　咲美 ( 弥栄病院管理課 )
主任栄養士 岡田　昌子 ( 子ども未来課 )
主任 宇野　智洋 ( 新規採用 )

子ども未来課 主任 川浪周一郎 ( 障害者福祉課 )
主任栄養士 小森　宏子 ( 健康推進課 )
主事 梅田あすか ( 情報政策課 )

社会教育課 主任 松本　勝年 ( 網野市民局 )
主任 堀　　敏郎 ( 子ども未来課 )
主事 平岡　隆大 ( 環境バイオマス推

進課 )
主事 松本　賢史（人事課）

久美浜病院
診療部 小児科医長 ○ 杉本　洋平 ( 小児科 )

麻酔科医長 ○ 粟井　一博 ( 麻酔科 )
外科医師 工藤　道弘 ( 新規採用 )
歯科医師 丸尾　将太 ( 新規採用 )
歯科医師 山田元太郎 ( 新規採用 )

看護部 副看護部長 木下　幸江 ( 副看護部長兼看護
師長 )

看護師長 ○ 志村美智子 ( 看護部 )
看護師長 ○ 能勢　光子 ( 看護部 )
主任看護師 ○ 野村　郁子 ( 看護部 )
主任看護師 ○ 川戸美紀子 ( 看護部 )
主任看護師 ○ 森本　広美 ( 看護部 )
主任看護師 ○ 小幡　純子 ( 看護部 )
主任看護師 ○ 西垣　佳代 ( 看護部 )
主任看護師 ○ 片田由美子 ( 看護部 )
主任看護師 ○ 吉岡　広美 ( 看護部 )
看護師 成尾真美子 ( 看護部 )

看護師 榎本　初美 ( 新規採用 )
看護師 荻野　祐希 ( 新規採用 )
看護師 山﨑　藍未 ( 新規採用 )
准看護師 兵藤ひろみ ( 新規採用 )

技術部 リハビリテーション技士長 ○ 菅村　正吾 ( 技術部 )
理学療法士 谷口　友香 ( 新規採用 )

栄養部 栄養士 吉田　結香 ( 新規採用 )
管理課 課長 ○ 葛原　睦民 ( 管理課長補佐兼医事

係長兼庶務営繕係長 )
課長補佐兼医事係長兼庶
務営繕係長

平林　克也 ( 長寿福祉課長補佐 )

主事 永井　千裕 ( 社会教育課 )

保育所（教育委員会事務局）
吉原・長岡・新
山・丹波保育所 
(峰山仮設保育所)

所長 多賀野博子 ( 峰山仮設保育所長
補佐 )

所長補佐 ○ 中島　康乃 ( 久美浜仮設保育所 )
主任保育士 橋本　真理 ( 網野幼稚園 )
保育士 梅本奈緒子 ( 大宮北保育所 )
調理師 市村偉公子 ( 大宮北保育所 )
調理師 堀　　幸恵 ( 大宮南保育所 )
調理師 神木　早苗 ( 大宮北保育所 )

五箇保育所 主任保育士 松本　徳子 ( 宇川保育所 )
調理師 古川　広美 ( 網野みなみ保育所 )

大宮北保育所 主任保育士 段ノ上　香 ( 大宮南保育所 )
主任保育士 土居　紀子 ( 大宮南保育所 )
主任保育士 松田　直子 ( 峰山仮設保育所 )
保育士 田中　美佳 ( 新規採用 )

大宮南保育所 所長補佐
( 大宮幼稚園副園長兼務 )

○ 松岡　尚美 ( 大宮北保育所 )

主任保育士 佐々木
　　真由美

( 溝谷保育所 )

主任保育士 森本　晶子 ( 丹後保育所 )
調理師 小倉　典子 ( 網野みなみ保育所 )
調理師 畑中　ゆみ ( 大宮北保育所 )
保育士 野村　　南 ( 新規採用 )

網野みなみ保育所 所長補佐 ○ 近藤美佐枝 ( 黒部保育所 )
主任保育士 ○ 松本久美子 ( 網野みなみ保育所 )
保育士 池部　　力 ( 新規採用 )

浅茂川保育所 調理師 松本亜紀子 ( こうりゅう保育所 )
島津保育所 所長 石出　愛子 ( 鳥取保育所長 )

保育士 梅田　英里 ( たちばな保育所 )
たちばな保育所 所長 ○ 小国　千鶴 ( 久美浜保育所 )

主任保育士 澤　　淳子 ( 鳥取保育所 )
保育士 川口　優美 ( 島津保育所 )

丹後保育所 所長(丹後幼稚園長兼務) 浜上　玉恵 ( 島津保育所長 )
保育士 山副　絵美 ( 網野幼稚園 )
調理師 堀江　淳子 ( 網野みなみ保育所 )
調理師 吉岡　眞弓 ( 大宮北保育所 )
保育士 伊達真衣子 ( 新規採用 )

宇川保育所 所長 蒲田　和子 ( 大宮南保育所長補佐 )
保育士 大江　陽子 ( 網野みなみ保育所 )
調理師 能勢さえ子 ( 大宮南保育所 )

鳥取保育所 所長 柴田　淳子 ( 溝谷保育所長補佐兼
鳥取保育所長補佐 )

主任保育士 大賀美伊子 ( 大宮南保育所 )
調理師 若野　浩子 ( 大宮北保育所 )

黒部保育所 主任保育士 上田真規子 ( 大宮北保育所 )
調理師 田辺　久代 ( 丹後保育所 )

溝谷保育所 所長 安達　京子 ( 大宮南保育所長兼
大宮幼稚園長 )

所長補佐 ○ 寺田　浩子 ( 五箇保育所 )
主任保育士 山下　　愛 ( 大宮幼稚園 )

久美浜保育所 所長 松本　順子 ( こうりゅう保育所
長補佐 )　

主任保育士 本田　直美 ( こうりゅう保育所 )
保育士 葉賀　美幸 ( 新規採用 )

湊・ 神 野・
田 村 保 育 所 
(久美浜仮設保育所)

所長補佐 ○ 野村　圭乃 ( 丹後幼稚園 )
主任保育士 大道　恵美 ( 峰山仮設保育所 )
調理師 柴田真美子 ( こうりゅう保育所 )
調理師 小井根直美 ( こうりゅう保育所 )

こうりゅう保育所 所長 藤野　雪子 ( 久美浜仮設保育所
長補佐 )

所長補佐 ○ 増馬　温子 ( こうりゅう保育所 )
主任保育士 松本佳代子 ( 久美浜保育所 )
主任保育士 藤安久美子 ( 大宮北保育所 )

退職者（平成 25 年３月 31 日付け）
成田　　渉 久美浜病院診療部整形外科医長
渡邉　信之 久美浜病院診療部外科医師
東　　和彦 市民部理事兼丹後市民局長
安達　忠行 健康長寿福祉部理事兼生活福祉課長
石田　雄一 管財・収納課長
平林　順一 峰山市民局長
谷口　幸作 健康長寿福祉部参事兼「くらし」と「しごと」の寄り添

い支援センター長
山形　健一 保険事業課長
小石原吉雄 下水道整備課長
近藤美保子 弥栄病院栄養部管理栄養士長
松井　邦行 監査委員事務局長
山副佳代子 弥栄市民局長補佐兼総合窓口係長
鬼束　良子 健康推進課長補佐兼保健係長
藤原　和子 農政課長補佐企画調整係長兼都市農村交流係長
山本　　忍 農林整備課長補佐兼森林保全係長
大木　利男 網野学校給食センター長
梅田津也子 網野幼稚園長
山添由美子 吉原・長岡・新山・丹波保育所長
田中　時子 たちばな保育所長
入江美智子 丹後保育所長兼丹後幼稚園長
松井　千鶴 宇川保育所長
田中とも子 溝谷保育所長
小谷　伸子 久美浜保育所長
嶋﨑さなえ こうりゅう保育所長
榎並　恵子 弥栄病院看護部看護師長
田中　照代 久美浜病院看護部看護師長
和田　有香 市民課主任
浜田　朝美 久美浜病院栄養部主任栄養士
安岡　高子 久美浜病院看護部主任看護師
野田　郁絵 弥栄病院技術部言語聴覚士
岸田　優子 弥栄病院看護部看護師
寺内　由美 弥栄病院訪問看護ステーション看護師
沖　　笑子 弥栄病院看護部准看護師
薮下加代子 久美浜病院看護部准看護師

学校・幼稚園（教育委員会事務局）
峰山小学校 主任調理師 ○ 川原　英子 ( 峰山小学校 )
大宮第一小学校 主任調理師 ○ 西田　範子 ( 大宮第一小学校 )

調理師 蒲田　早苗 ( 峰山中学校 )
大宮南小学校 学校用務員 高尾　治良 ( 大宮第二小学校 )
網野北小学校 学校用務員 土井　貞雅 ( 網野南小学校 )
網野南小学校 学校用務員 澤　　信子 ( 橘小学校 )
島津小学校 学校用務員 中村　和人 ( 丹波小学校 )
橘小学校 学校用務員 岩本登志子 ( 島津小学校 )
鳥取小学校 学校用務員 東　　孝 ( 網野北小学校 )
峰山中学校 主任調理師 ○ 木成八千代 ( 峰山中学校 )

調理師 稲本久美子 ( 弥栄中学校 )
調理師 今井　昭子 ( 大宮中学校 )

大宮中学校 主任調理師 ○ 田丸　良子 ( 大宮中学校 )
調理師 梅田美由紀 ( 弥栄中学校 )

網野中学校 学校用務員 佐々木友彦 ( 鳥取小学校 )
久美浜中学校 主任調理師 ○ 中西　博美 ( 久美浜中学校 )

調理師 中川由美子 ( 峰山中学校 )
網野学校給食
センター

センター長 今田　昇一 ( 水道整備課長補佐
兼庶務係長 )

主任調理師 ○ 尾江　浩和 ( 網野学校給食セン
ター )

調理師 藤原　　緑 ( 大宮第一小学校 )
峰山幼稚園 主任教諭 小西美也子 ( 峰山仮設保育所 )
大宮幼稚園 園長 ( 大宮南保育所長兼

務 )
渡利　秀子 ( 大宮幼稚園副園長兼

学校教育課長補佐 )
主任教諭 西村久美子 ( 大宮南保育所 )
主任教諭 鳥垣　泰加 ( 大宮南保育所 )
教諭 田村　亜耶 ( 新規採用 )

網野幼稚園 園長 高杉　弘子 ( 網野みなみ保育所
長補佐 )

主任教諭 室野めぐみ ( 大宮幼稚園 )
教諭 野木真紀子 ( 大宮幼稚園 )

丹後幼稚園 主任教諭 谷口　有香 ( 丹後保育所 )

　４月1日付けで職員の人事異動を行いました。異動
者、昇格・昇任者を掲載しています。氏名の前の○
は昇格・昇任を表し、カッコ内は異動前の職名また
は所属などを掲載しています。

京丹後市職員人事異動

全職員の配置については、市ホームページ
（http://www.city.kyotango.lg.jp）
に「京丹後市職員名簿」を掲載しています。

弥栄病院
診療部 泌尿器科部長兼人工透

析内科部長
田中　稔之 ( 新規採用 )

内科医師 土肥　萌由 ( 新規採用 )
看護部 副看護部長 森岡　絹恵 ( 副看護部長兼訪問

看護ステーション管
理者 )

看護師長 ○ 山本久美子 ( 訪 問 看 護 ス テ ー
ション )

主任看護師 ○ 藤原　美香 ( 看護部 )
主任看護師 ○ 藤原　純子 ( 看護部 )
助産師 安田　彩華 ( 新規採用 )
看護師 今下　和子 ( 新規採用 )
看護師 山﨑　　歩 ( 新規採用 )
看護師 松尾　知美 ( 新規採用 )
看護師 佐々木理土 ( 新規採用 )
看護師 島田　知佳 ( 新規採用 )
看護師 山田　貴子 ( 新規採用 )
准看護師 松本久美子 ( 新規採用 )

技術部 リハビリテーション技士長 梅田　匡純 ( 機能訓練士長 )
主任診療放射線技師 ○ 平林　良介 ( 技術部 )
主任作業療法士 ○ 中山　信隆 ( 技術部 )
理学療法士 松尾　正寛 ( 新規採用 )
言語聴覚士 古川　奈美 ( 新規採用 )

管理課 主事 松村　麻美 ( 大宮市民局 )
訪問看護ステー
ション

訪問看護ステーション管
理者

○ 吉田　弘美 ( 看護部 )

主任看護師 ○ 寺田智栄子 ( 看護部 )
看護師 豊田　敦子 ( 看護部 )

訪問リハビリテー
ション事業所

作業療法士 山中　純子 ( 技術部 )

監査委員事務局
監査委員事務局長 ○ 髙田義一郎 ( 会計課長補佐兼審

査係長 )

○冠の名称：「丹後建国 1300年記念」「丹後建国 1300年記念事業」
○対象事業：丹後建国 1300年記念事業に調和していると認められる事業
○特　　典：冠事業の承認を受けた事業は、丹後建国１３００年記念事業ホームページや発行物への掲載などによる広報、実行
委員会のロゴマーク、キャッチコピーを使用することができます。詳しくはホームページをご覧ください。

西暦 2013年は、丹後の国誕生から 1300年という記念すべき年です。
この百年に一度の機会を迎え、過去から学び、未来へ発信する「丹後建国
１３００年記念事業」で私たちは、歴史・文化の掘り起こしから始まる地域
振興を広域で推進していきます。

コンセプト「丹後は日本のふるさと」 検索丹後建国 1300 年丹後建国 1300年を盛り上げていただける冠事業を募集しています。
http ://www. tangokankou . jp/ tango1300/

職員人事異動
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考
え
、
昨
年
９
月
、
久

美
浜
町
に
住
む
陶
芸
家
、淺
田
尚
道
さ
ん
を
訪
ね
た
。

「
自
然
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
て
、
そ
れ
に
ど
う
向

き
合
う
か
。
一
つ
一
つ
考
え
な
が
ら
創
作
し
て
ほ
し

い
」と
浅
田
さ
ん
。
14
人
の
陶
芸
活
動
が
始
ま
っ
た
。

　　

茶
碗
作
り
は
、
全
て
手
作
業
。
木
の
根
や
小
石

が
混
じ
る
久
美
浜
の
土
か
ら
、
茶
碗
作
成
に
適
し
た

土
を
選
別
。一
碗
分
の
土
２
㌔
を
用
意
す
る
た
め
に
、

約
50
時
間
を
費
や
し
た
。
し
か
も
、
市
販
さ
れ
て
い

▲カッターナイフの先で根や小石を取り除く
作業は、約 50 時間を費やした

久
美
浜
高
茶
道
部

茶

碗

作

り

る
粘
土
と
は
違
い
、
自
然
の
ま
ま
の
粘
土
は
粒
子
が

い
び
つ
な
た
め
形
づ
く
り
が
難
し
く
、火
に
も
弱
い
。

そ
の
た
め
、
部
員
た
ち
は
何
度
も
土
を
練
り
直
し
て

整
形
し
た
。
仕
上
げ
と
な
る
釉う

わ

薬ぐ
す
り

も
、
校
内
に
あ

る
葡ぶ

萄ど
う

や
藤
の
木
の
灰
か
ら
作
っ
て
色
づ
け
た
。

　

本
焼
き
を
終
え
た
今
年
３
月
、
部
員
た
ち
は
自

作
の
茶
碗
と
対
面
し
た
。
曲
が
っ
た
器
、
割
れ
た
器

も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
部
員
た
ち
に
と
っ
て
は
、
一

つ
一
つ
が
「
言
葉
で
言
い
表
せ
な
い
ほ
ど
大
切
な
一

品
」
と
な
っ
た
。
部
長
の
奥
田
亜
希
さ
ん
は
、「
も

の
づ
く
り
を
通
じ
て
感
動
や
喜
び
を
体
験
し
、
自
然

の
恵
み
に
感
謝
す
る
心
を
改
め
て
学
ん
だ
。
こ
の
思

い
を
大
切
に
、
茶
を
点
て
た
い
」
と
話
し
た
。

　

部
員
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
一
番
大
切
な
人
へ
、

思
い
の
詰
ま
っ
た
一
碗
で
茶
を
点
て
た
。

　
３
月
12
日
、
府
立
久
美
浜
高
校
で
同
校
茶
道
部
員
14
人
が
作
っ
た
茶
碗

が
披
露
さ
れ
た
。「
一
番
大
切
な
人
に
お
茶
を
点た

て
た
い
」
と
一
心
で
作

成
し
た
も
の
だ
。「
全
て
手
作
業
で
行
う
こ
と
」「
久
美
浜
産
で
あ
る
こ
と
」

に
こ
だ
わ
り
、
７
カ
月
間
に
及
ぶ
創
作
活
動
の
末
に
完
成
さ
せ
た
。

自
然
そ
の
ま
ま
を
受
け
入
れ
て

全
て
が
手
作
業

も
の
づ
く
り
で
感
謝
の
心
学
ぶ

▲切り出した
状態の土は根
や小石が付着
している

▲淺田さんのアトリエで粘土作りを行った

▲淺田さん（左）の指導を受ける部員たち▲何度も整形し、茶碗を作った

▲素焼きした茶碗（右）に塗る釉薬（左上）
は、藤の木の灰（左下）などから作成した

◀▲釉薬を塗り、仕
上げを行った

▲本焼きを終えて完成した茶碗の中に
は、曲がったり割れたりしたものもあった

▲本焼きは、1220～
1300 度で 3日間焼
き続けた

◀完成を祝い、淺田さんとともに記
念撮影する部員たち
▼完成した茶碗で、心のこもった茶
を点てた

自作の茶碗で茶を点てる茶道部員 2013.05 16
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ガイド

柱
そ
の
①
：
安
全
な
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
原
発

事
故
以
降
、
持
続
可
能
で
安
全

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
７
月
か
ら
、
電
力

の
固
定
価
格
買
取
制
度
が
始
ま

り
、
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
設
備

（
４
０
０
ｋ
Ｗ
）
を
備
え
た
エ
コ

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
も
、
バ

イ
オ
ガ
ス
発
電
に
よ
り
安
全
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
安
定
的
に
生
産

す
る
施
設
と
し
て
、
そ
の
存
在

意
義
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
発
電
機
か
ら
発
生
す

る
排
熱
利
用
、
施
設
の
空
き
ス

ペ
ー
ス
な
ど
を
活
用
し
た
太
陽

光
発
電
パ
ネ
ル
の
設
置
検
討
な

ど
、
指
定
管
理
者
の
も
と
で
さ

ら
な
る
施
設
活
用
が
進
め
ら
れ

る
予
定
で
す
。

柱
そ
の
②
：
環
境
保
全
型
農
業

の
推
進

　

市
内
外
の
食
品
工
場
な
ど
か

ら
受
け
入
れ
る
食
品
系
未
利
用

資
源
の
み
を
原
料
と
す
る
メ
タ

ン
発
酵
消
化
液
（
以
下
、
液
肥
）

は
、
安
全
な
農
業
を
実
践

す
る
「
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
」

が
使
用
で
き
る
資
材
（
肥

料
）
と
し
て
京
都
府
知
事

の
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

安
全
性
の
認
識
が
広
が
り

つ
つ
あ
る
ほ
か
、
液
肥
使

用
農
産
物
「
環
の
ち
か
ら
」

の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
た

取
り
組
み
も
浸
透
し
て
き

て
お
り
、
市
内
農
地
で
の

活
用
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
環
境
へ
の
負

荷
を
で
き
る
限
り
低
減
し

て
、
多
様
な
生
物
を
育
み
、

積
極
的
な
情
報
発
信
を
展
開

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、海
外
も
含
め
、

市
内
外
か
ら
多
く
の
視
察
を
受

け
入
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
教

育
機
関
と
連
携
の
も
と
、
環
境
教

育
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
エ
コ

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
情
報
が
積

極
的
に
発
信
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
セ
ン
タ
ー
を
中
心

と
し
て
市
内
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
自
然
環
境
を
併
せ
て
学

ぶ
エ
コ
ツ
ア
ー
の
開
発
な
ど
も
検

討
さ
れ
る
予
定
で
す
。

液
肥
利
用
量
が
３
５
０
０
㌧
を

超
え
ま
し
た

　
市
は
、
環
境
保
全
・
資
源
循
環

型
農
業
を
推
進
す
る
た
め
、
エ
コ

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
で
バ
イ
オ

ガ
ス
発
電
を
す
る
際
に
発
生
す
る

メ
タ
ン
発
酵
消
化
液
を
液
肥
と

し
て
農
業
に
利
用
す
る
取
り
組

み
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
平
成
24

年
度
の
利
用
実
績
は
３
５
１
６

㌧
、
利
用
面
積
は
約
94
㌶
と
年
々

拡
大
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
春
の

水
稲
基
肥
へ
の
液
肥
散
布
に
つ
い

て
も
、昨
年
実
績
の
１
３
８
０
㌧
、

43
㌶
か
ら
約
２
０
０
０
㌧
、
60
㌶

に
拡
大
す
る
見
込
み
で
す
。

　
さ
ら
に
、
水
稲
以
外
で
も
液
肥

を
利
用
し
た
環
境
保
全
型
農
業

の
推
進
を
図
る
た
め
、
国
営
開
発

農
地
を
中
心
と
し
た
畑
作
で
も

積
極
的
な
利
用
拡
大
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

特
別
栽
培
米
「
環
の
ち
か
ら
」
販

売
促
進

　

液
肥
を
利
用
し
て
栽
培
さ
れ

た
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
、
市
液
肥
利
用

者
協
議
会
が
中
心
と
な
り
、
特
別

栽
培
米
「
環
の
ち
か
ら
」
と
し
て

ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
す
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
関
東
圏
で
の
農
産
物

直
売
チ
ェ
ー
ン
店
や
大
阪
府
門

真
市
の
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ

の
従
業
員
向
け
購
買
店
で
の
販

売
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　京丹後市エコエネルギーセンターは、エコエネルギーに関する情報発信および資源の利活用等環
境に関する学習の普及ならびに有機系未利用資源の再資源化を促進することにより、京丹後市にお
ける循環型社会の形成を図ることを目的に設置されています。
　今回は「安全な再生可能エネルギー生産」と「環境保全型農業の推進」を柱に、本市における循
環型社会の形成を推進するエコエネルギーセンターの取り組みと今後の展望についてお伝えします。

エコエネルギーセンター発

循環型社会の実現へ向けて
第
９
回
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
大
賞
優

秀
賞
を
受
賞

　
市
は
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株
式
会

社
デ
バ
イ
ス
社
（
大
阪
府
門
真

市
）、
ア
ミ
タ
株
式
会
社
（
東
京

都
千
代
田
区
）
と
連
携
し
て
「
食

の
循
環
」
の
取
り
組
み
を
行
い
ま

し
た
。
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
社
の
社
員

食
堂
か
ら
出
る
厨
房
残
渣
を
エ
コ

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
で
受
け
入

れ
て
液
肥
と
し
て
再
資
源
化
、
そ

の
液
肥
で
栽
培
さ
れ
た
お
米
「
環

の
ち
か
ら
」
を
再
び
デ
バ
イ
ス
社

の
社
員
食
堂
で
利
用
す
る
と
い
う

仕
組
み
で
、
大
き
な
食
の
循
環
を

安
全
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
と

　

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
を
目
指
し
て

循
環
型
社
会
の
実
現
に
向
け
、

　

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
展
開

実
現
し
ま
し
た
。

　

資
源
循
環
の
輪
を
描
く
こ
の

取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
第
９
回

エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
大
賞
※
優
秀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

※
環
境
負
荷
の
低
減
に
配
慮
し
た
優
れ

た
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
（
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク

ツ
）
を
表
彰
す
る
こ
と
に
よ
り
、
需
要

者
へ
啓
発
し
、
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
の
供

給
者
の
取
り
組
み
支
援
に
よ
り
国
内
へ

の
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
普
及
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
創
設
さ
れ
た
賞
で
す
。

「
環
の
ち
か
ら
」
学
校
給
食
へ
の

導
入
の
検
討
始
ま
る

　

市
で
は
、「
環
の
ち
か
ら
」
を

市
内
小
中
学
校
の
給
食
に
提
供

す
る
仕
組
み
づ
く
り
の
検
討
を

始
め
ま
し
た
。
資
源
循
環
型
農
業

を
通
じ
て
生
産
さ
れ
る
環
の
ち
か

ら
米
を
給
食
で
提
供
し
、
児
童
・

生
徒
に
資
源
の
大
切
さ
や
「
食
べ

る
こ
と
」
の
重
要
性
に
気
付
き
を

与
え
る
よ
う
な
環
境
教
育
や
食

育
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

４
０
０
ｋ
ｗ
の
出
力
が
あ
る
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン

消
費
者
の
求
め
る
安
全
安
心
な

農
産
物
を
生
産
す
る
「
生
物
多

様
性
を
育
む
農
業
」
を
推
進
し

て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
、

液
肥
利
用
農
家
で
組
織
す
る
液

肥
利
用
者
協
議
会
（
尾
畑
與
市

会
長
・
会
員
農
家
数
50
人
）
と

と
も
に
液
肥
を
活
用
し
た
環
境

保
全
・
資
源
循
環
型
農
業
の
推

進
に
努
め
て
い
ま
す
。

液
肥
を
使
っ
て
栽
培
し
て
い
る
こ
と
を

示
す
看
板

循
環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
し

て
、「
生
ご
み
」
資
源
化
の
取
り

組
み
を
拡
大

　
市
で
は
、
循
環
型
社
会
構
築
を

推
進
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
平

成
22
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る
家
庭

生
ご
み
分
別
収
集
モ
デ
ル
事
業

平成25年４月から３年間
指定管理者をアミタ株式会社に決定

　市は、平成24年３月末に京丹後市エ
コエネルギーセンターの指定管理期間が
満了となるため、所定の手続きに基づき
指定管理者の候補者を選定した上で、平
成 24年 12月議会定例会に上程しまし
た。そして、産業建設常任委員会での付
託審議を経て、平成25年１月臨時議会
で、アミタ株式会社（東京都千代田区）
を引き続き指定管理者とすることが賛成
多数で採決されました。

排水処理工程を停止
　これまでエコエネルギーセンターで
は、メタン発酵消化液の一部を液肥とし
て農業利用していました。使用しない消
化液は、適正に排水処理して河川に放流
してきましたが、この処理に多くの費用
がかかっていました。
　アミタ株式会社は、最も効率的に施設
を管理するため、24年12月から排水処

理を行わない施設運営を行っています。

液肥散布の必要性
　施設運営に係る主な指定管理者の収入
としては、市が支払う指定管理料のほか
に、メタン発酵の原料となる食品残渣の
受入収入とバイオガス発電による売電収
入が挙げられます。
　しかし、排水処理を行わないというこ
とは、発生するメタン発酵消化液全量を
液肥として活用しなければならないこと
を意味します。
　一方で、現状の液肥散布は田植え期
に集中するなど年間を通じて一定ではな
いため、液肥の利用に合わせて原料受入
量を増減調整しつつ、液肥の需要喚起と
適時の散布作業を行い、全体として施設
管理上の収支改善を進める必要がありま
す。
　この点では、指定管理者の創意工夫と
ともに市と連携して、さらに効率的かつ
効果的な施設運営に努めることとしてい
ます。

指定管理者のノウハウをフル活用

効率的な施設運営を

ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
都
市
部
で
販
売

が
始
ま
っ
た
「
環
の
ち
か
ら
」

を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も

に
、
生
ご
み
資
源
化
を
全
市
的
に

展
開
す
る
方
策
を
具
体
的
に
検

討
す
る
委
員
会
を
今
年
度
設
置

し
ま
す
。

　
委
員
会
で
は
、
資
源
化
に
適
し

た
分
別
の
あ
り
方
や
対
象
範
囲
、

本
市
の
状
況
に
応
じ
た
収
集
運

搬
方
法
な
ど
を
具
体
的
に
検
討

す
る
予
定
で
す
。

 　

環
境
バ
イ
オ
マ
ス
推
進
課

（
☎
６
９
―
０
４
８
０
）
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　大宮町周枳の「なのはなめいろ」畑
で 4月 14日、なのはなまつりが開催
されました。
　地元の児童らが種を蒔き、苗の植栽
を手掛けた菜の花約 3000 本が満開を
迎えました。会場には多くの家族連れ
らが訪れ、黄色に染まった花畑を歩い
て鑑賞したり、記念撮影などをしたり
していました。
　この催しは、子どもたちに自然と農
業を楽しんでもらおうと区内の営農・
農事組合のメンバーが企画したもの
で、保護者や区民らに披露するため開
花時期に合わせて実施しています。今
年で５回目。
　会場では、宝探しゲームやもちつき
大会のほか、おにぎりや豚汁も振る舞
われ、子どもから大人まで自然の中で、
楽しいひと時を過ごしました。
　イベントの世話役を務める福井利道
さんは、「農業の魅力は、成長と収穫
の喜び。この取り組みを通じて、子ど
もたちにも農業の楽しさを味わってほ
しい」と話していました。　峰山町の小西川堤防で3月31日、世界一長い「丹後

ばら寿司」づくりに挑戦するイベントが開催されました。
　峰山町の中心を流れる小西川に愛着を持ってもらおう
と、「みんなで小西川に人集う小

こ

径
みち

をつくろう協議会」（稲
葉悦男会長）が企画したものです。
　この日、周辺住民ら約３００人が参加。「まつぶた」に
見立てた、幅18㌢、長さ２㍍の木箱を15本つなぎ、干

かん

瓢
ぴょう

入りの酢飯をベースに、そぼろや錦糸卵、かまぼこを
乗せて、長さ30㍍のばらずしを作りました。
　会場には、市のマスコットキャラクターコッペちゃんが
審査員として登場し、ばらずしの長さを測定。長さ「世
界一」として認定していました。

　「男のためのお菓子教室」が３月24日、
弥栄地域公民館（弥栄町）で開かれ、町
内の男性10人がコーヒー味のチーズケー
キとカレーパン作りに挑戦しました。
　参加者たちは、ホームベーキングスクー
ル講師の佐野由紀子さん（大宮町）から
アドバイスを受けながら、慣れない手つ
きで調理。ケーキの原料となる生クリー
ムと小麦粉、卵、コーヒーなどを混ぜたり、
カレーをパン生地に包み込んだりしなが
ら、約２時間掛けて作り上げました。
　参加した金保啓一さん（和田野）は、「お

菓子を作るのは生
まれて初めて。新
たな趣味として、
これからたくさん
作ってみたい」と
話していました。

　第 63回京丹後ちりめん祭（同実行委員会主催）が 4
月13、14の両日、アミティ丹後周辺で開かれ、和装姿の
来場者らでにぎわいました。
　祭りのメーンとなるパレードでは、丹後建国1300 年を記
念して、建国当時の貴族や役人などに扮した仮装行列を実
施。総勢210人が会場周辺を練り歩き、祭りを華やかに飾
りました。また、ステージでは、丹後ちりめんをＰＲするた
めに9人の女性で結成された「丹後小町踊り子隊」がデ
ビュー。丹後ちりめんの振り袖姿で華麗な舞を披露し、観
客を魅了していました。
※「丹後小町踊り子隊」は、表紙および２ページで紹介しています

　間人小（丹後町）の通学路となっている
間人隧

ずい

道
どう

（トンネル）で３月22日、同小
学校区子どもを守る会（中江一彰会長）が
主催するトンネル掃除が行われました。
　同トンネルは、間人小、中の児童生徒 60
人以上が通学で利用。また、春休みは車
の往来も増えるため、交通事故から子ども
たちを守るとともに、ドライバーに安全運転
を啓発することを目的に実施したものです。
　この日は、間人小の教員ら15人がウォー
タージェットとブラシを使ってトンネル内壁
の両面を丁寧に洗い流しました。
　同小の田中校長は、「トンネルが短いので
車のライトを付け忘れる人が多い。必ず付
けてほしい」と呼びかけていました。

　久美浜町の豪商稲葉本家で 3月 23日、
丸子舟の完成記念式が行われました。
　木製の丸子舟は、かつて久美浜湾での
漁や対岸への移動手段として使われ、湾
内に浮かぶ風景は、町のシンボルとして
住民に親しまれてきました。
　ＦＲＰ（繊維強化プラスチック）製品
の普及に伴い、約 40 年前に姿を消した
丸子舟。かつての「ふるさとの記憶を呼
び戻そう」と同町のＮＰＯ法人「わくわ
くする久美浜をつくる会」（友松祐也理事
長）が企画し、元船大工の吉岡光義さん
の指導を受け、約半年間かけて造りまし
た。
　この日披露された丸子舟は、湊宮地区
の方から譲り受けた舟の寸法を基に新た
に建造。全長 5㍍、幅 1.5㍍の小型船で、
操作しやすく、波の衝撃を和らげるため、
曲線の形状が特徴で、真っすぐな板を曲
げたり、継ぎ合わせたりする伝統技術が
使われています。
　友松理事長は、「今後は、施設などで
の展示や実際に乗船してもらい観光振興
につなげたい」と話していました。
　丸子舟は５月末まで、豪商稲葉本家で
公開されています。（水曜休館）

▶
特
製
の
木
箱
に
彩
り
鮮
や
か
な
具
材
が
盛

り
付
け
ら
れ
て
出
来
上
が
っ
た
ば
ら
ず
し

▲トンネルの壁面をきれいに洗い流す間人小の教員たち

▶
パ
レ
ー
ド
で
ア
ミ
テ
ィ
丹
後
前
を
練
り
歩
く
一
行
。
写
真
中

央
は
、
１
３
０
０
年
前
の
貴
族
や
役
人
に
扮
し
た
行
列

▲丸子舟の建造に関わった中心メンバーへ花束を贈呈

▲講師の佐野さん（右）からアドバイスを受けな
がらコーヒーチーズケーキの生地を混ぜる参加者

▶
満
開
の
花
畑
で
鑑
賞
を
楽
し
む
来
場
者
た

ち

▲焼きあがったコーヒーチーズ
ケーキ（手前）とカレーパン

ト
ン
ネ
ル
掃
除
で
安
全
啓
発

和装姿の来場者でちりめん祭にぎわう
丹後小町踊り子隊も華麗にデビュー

小西川堤防で30㍍のばら寿司
コッペちゃんが世界一のお墨付き

峰 山 町

菜
の
花
３
０
０
０
本
が
満
開

大 宮 町
4月14日

4月13日・14日
網 野 町

「
距
離
短
い
け
ど
必
ず
ラ
イ
ト
を
」

大
宮
町
周
枳
で
「
な
の
は
な
ま
つ
り
」
開
催

久
美
浜
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
丸
子
舟
を
復
元

技
術
の
伝
承
と
観
光
振
興
に
期
待
3月23日
久美浜町

男
た
ち
が
お
菓
子
作
り
に
挑
戦

２
時
間
掛
け
て
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
と
カ
レ
ー
パ
ン
調
理
3月24日
弥 栄 町

3月31日

丹 後 町
3月22日
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ノルディックウォーキングを始めよう
　　

丹
後
国
営
開
発
農
地
で
取
り

組
ん
で
い
る
茶
の
栽
培
は
、
平
成

25
年
度
で
10
年
目
を
迎
え
、
茶
園

の
木
も
大
き
く
成
長
し
て
き
ま
し

た
。

　
24
年
度
の
生
産
は
、
荒
茶
生
産

量
37
㌧
、
販
売
金
額
４
４
０
０
万

円
と
い
ず
れ
も
過
去
最
高
で
、
今

後
も
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
荒
茶
加
工
を
担
う
京
丹
後
製
茶

株
式
会
社
（
久
美
浜
町
）
で
は
、

茶
市
場
へ
の
出
荷
に
加
え
、
加
工
、

流
通
に
も
業
務
展
開
す
る
６
次
産

業
化
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
主

な
内
容
は
、
丹
後
産
１
０
０
㌫
の

煎せ
ん

茶ち
ゃ

、
番
茶
、
焙ほ

う

じ
茶
な
ど
を
商

品
化
し
、
京
丹
後
市
内
の
直
売
所

12
店
舗
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
元
温
泉
旅
館
と
提
携

し
て
、
京
阪
神
の
消
費
者
を
対
象

に
「
茶
摘
み
体
験
ツ
ア
ー
」
を
開

催
。
24
年
度
は
８
０
０
人
を
越
え

る
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。
体
験

ツ
ア
ー
で
は
、
製
茶
工
場
の
見
学
、

茶
摘
み
、
摘
ん
だ
生
葉
を
家
庭
で

簡
易
製
造
す
る
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト

製
茶
法
の
実
演
な
ど
を
実
施
。
参

加
者
に
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、茶
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
24
年
度
に
は
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
茶
「
う
ま
い
っ
ち
ゃ
～
」

を
試
作
開
発
し
ま
し
た
。
原
料
は

一
番
茶
（
煎
茶
）
で
、
爽
や
か
な

風
味
と
口
当
た
り
の
良
い
お
茶
に

仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。
商
品
名
は

丹
後
弁
を
も
じ
り
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ

デ
ザ
イ
ン
に
は
茶
園
近
く
に
営
巣

し
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
図
柄
を
用
い

て
い
ま
す
。
府
内
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
試
飲
調
査
を
行
い
、
25
年
度

の
商
品
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　　
丹
後
産
抹
茶
の
生
産
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
抹
茶

は
、
丹
後
管
内
の
菓
子
製
造
業
社

４
社
で
、和
菓
子
や
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー

キ
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
ど
に
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

京
都
府
丹
後
広
域
振
興
局
で

は
、「
丹
後
・
食
の
王
国
」
づ
く
り

に
向
け
て
、
今
後
も
茶
が
地
域
産

業
の
一
つ
と
な
る
よ
う
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

　
京
丹
後
市
で
は
、
平
成
16
年
か
ら
、
丹
後
国
営
開
発
農
地
の
新
規
品
目
と
し
て

茶
の
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
収
穫
さ
れ
た
茶
は
、宇
治
茶
の
原
料
な
ど
に
な
っ

て
い
ま
す
。
京
都
府
で
は
、「
丹
後
・
食
の
王
国
」
構
想
の
も
と
、
茶
栽
培
に
新

規
に
取
り
組
む
農
業
者
の
技
術
支
援
を
は
じ
め
、
茶
を
利
用
し
た
加
工
品
開
発
や

地
産
地
消
の
推
進
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

　市では、市民の皆さんの健康づくりを推進するために、ウォーキングを勧めています。中でも、
ノルディックウォーキングは、通常の歩行に比べてカロリーの消費量が多い上に足や腰の負担が少
ないため、メタボの改善にも効果があります。そこで、今回は、年齢、性別を問わずに気楽に楽しめ、
エクササイズ効果が高いノルディックウォーキングをご紹介します。

消費カロリー20％増、足腰負担は40％減
　ノルディックウォーキングは、ポールを使うこと
で下半身だけでなく上半身の筋肉も積極的に動かし
ます。そのため、体全体の筋肉の約 90㌫を使い、
通常のウォーキングよりもエネルギー消費量が約
20㌫増加します。しかも、通常のウォーキングに
比べて腰、ひざ、足首などへの負担が約 40㌫減る
との調査結果もあります。
　つまり、多くの負担をかけずに効率よく体力づく
りや減量をすることができます。

正しいフォームで効果アップ
　ノルディックウォーキングは、ポールを使うとい
う特徴がありますが、基本の姿勢は通常のウォーキ
ングと同じです。不適切なフォームは、カロリーの
消費量が減少するだけでなく、関節や筋肉を
痛める原因となるので注意が必要です。

★あごを引き、視線は遠くに向けます
★胸を張って、背筋は伸ばします 
★かかとから着地し、歩幅は少し広めにとります
★ポールは軽く握り、リラックスします
★ポールを突く位置は、前後の足の中間です 
★ポールは、斜め後方に押し出すように使います
★水分は十分に補給しましょう
★準備運動、整理体操は必ず行いましょう
★10 分歩くと、約 1000 歩です。歩行時間で歩
　 数を把握しましょう

　≪用具と衣服≫
★ポールの長さは、身長× 0.68 が目安です
★靴は、靴底に適度な厚みがあ
　る運動靴を選びましょう
★動きやすい服装で歩きましょう
★靴下をはくと、疲労感が出にくくなります

生
産
量
、販
売
額
と
も
過
去
最
高

メタボ改善には週150 分歩きましょう
　運動の目的によって、歩行時間は異なります。健
康維持を目的とする場合は、一週間に 60 分程度、
メタボ改善を目的とする場合は、30分を週 5回（一
週間に 150分程度）を目安に歩きましょう。
　もっとも、一度に長時間歩くと、足腰に負担が掛
かり、故障の原因となります。そこで、運動習慣の
ない方は、60分を週 3回（各 20分）に分けるなど、
負担の少ない方法で始め、少しずつ距離や時間を増
やしましょう。　

「ややきつい」程度がベスト
　安全で効果的に運動を行うには、「ややきつい」
と感じる程度がベスト。「しんどい」「きつい」と感
じるような強い運動の必要はありません。
　最初は、「かなり楽だ」と感じる程度の運動から
始め、少しずつ運動量を増やしましょう。

・ちょっと息ははずむが、多少
　の会話ができて笑顔が保てる
・5分程度歩けば汗ばんでくる

「ややきつい」の目安

ウォーキングのポイント 「
う
ま
い
っ
ち
ゃ
～
」
を
試
作
開
発

抹
茶
は
和
菓
子
や
ア
イ
ス
に

メタボ改善に、

 
 

丹
後
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー　
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）

丹
後
の
茶
生
産
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

加
工
・
流
通
な
ど
６
次
産
業
化
も
進
め
て
い
ま
す

京都府で取り組んでい
る市民生活にかかわる
事業などについて紹介
しています。

お問い合わせ・ご相談は、健康推進課（☎69-0350）

▲茶摘み体験ツアーの様子

京都府では、丹後あじわいの郷を
核として、丹後の良質な「食」を広
く発信しています

▲乗用型摘採機を使って茶を収穫する様子

▶丹後産の茶葉を直売
所で販売
▼試作開発した「うま
いっちゃ～」

桜を楽しみながら歩く京丹後市健康づくり推進員の皆さん
（峰山総合公園）
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▼
袖そ

で

志し

に
あ
る
航
空
自
衛
隊
経
ヶ
岬

分
屯
基
地
を
Ｘ
バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー
の

追
加
配
備
の
候
補
地
に
と
の
検
討
が

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
沖
縄
の

件
で
も
い
ろ
い
ろ
問
題
が
あ
り
ま
し

た
。
住
民
の
安
全
安
心
の
確
保
が
大

前
提
で
あ
り
、
一
市
民
と
し
て
は
慎

重
に
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

【
峰
山
町
・
70
代
・
女
性
】

▼
Ｘ
バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー
配
備
候
補
地
に

経
ヶ
岬
分
屯
基
地
と
あ
り
ま
す
が
不

安
要
素
が
大
き
い
で
す
。

【
大
宮
町
・
60
代
・
男
性
】

▼
今
月
の
表
紙
の
新
成
人
の
方
々
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。“
二
十
歳

の
抱
負
”
を
頼
も
し
く
拝
見
し
ま
し

た
。
山
あ
り
谷
あ
り
で
す
が
頑
張
っ

て
ね
！

【
網
野
町
・
60
代
・
男
性
】

▼
着
物
が
す
た
れ
た
と
は
い
っ
て
も
成

人
式
は
着
物
で
す
ね
。
私
は
40
年
も

前
の
事
で
す
が
、
大
雪
の
日
で
大
変

で
し
た
。
今
は
春
に
な
っ
て
か
ら
で

良
い
で
す
ね
。

【
網
野
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
「
ま
ち
の
わ
だ
い
」
で
今
ま
で
知
ら

な
か
っ
た
各
地
の
い
ろ
い
ろ
な
事
を

知
る
こ
と
が
出
来
る
の
が
う
れ
し

い
！

【
久
美
浜
町
・
70
代
・
男
性
】

▼
「
ま
ち
の
わ
だ
い
」
で
は
、
広
い
丹

後
の
話
題
を
細
か
に
知
ら
せ
て
い
た

だ
き
、
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
弥
栄
病
院
の
森
本
先
生
の
“
ロ

コ
モ
予
防
”
は
身
に
し
み
て
感
じ
な

が
ら
読
み
ま
し
た
。
70
歳
と
な
る
私

に
は
要
注
意
な
こ
と
ば
か
り
。
早
速

ロ
コ
ト
レ
を
し
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。（
１
分
間
が
こ
ん
な
に
長
い
と

は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
）

【
峰
山
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
「
地
域
医
療
の
現
場
か
ら
」
の
“
ロ

コ
モ
を
予
防
し
て
健
康
的
な
生
活

を
”
の
コ
ー
ナ
ー
を
読
ん
で
と
て
も

関
心
を
持
ち
ま
し
た
。
ロ
コ
ト
レ
で

バ
ラ
ン
ス
力
と
筋
力
を
つ
け
る
よ
う

努
力
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

【
久
美
浜
町
・
50
代
・
女
性
】

▼
丹
後
か
ら
山
陰
に
か
け
て
鉄
道
が
走

る
の
は
、
地
域
の
活
性
化
に
欠
か
せ

な
い
と
思
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
実
現
し

て
ほ
し
い
で
す
。

【
大
阪
府
・
70
代
・
女
性
】

在
住
外
国
籍
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
投
稿
い
た
だ
い
た

京
丹
後
市
へ
の
想
い
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
届
け
し
ま
す
。

広
報
ク
イ
ズ
の
応
募
は
が
き
か
ら

（
峰
山
町
二
箇
）

  

故 

松
本  

定さ
だ

行ゆ
き  

さ
ん 

【元特定郵便局長】
　昭和 32 年９月から約 38 年間に
わたり、峰山町五箇郵便局長として、
職員教育や管理業務に尽力。局務成
績の向上および郵政事業の発展に寄
与し、その功績が評価されました。

叙 位 叙 勲 
従六位瑞宝双光章（郵政事業功労）

2012 年度ワタミファーム＆ MD ＆ WE
手づくり料理コンクール審査員特別賞

　2012 年度ワタミ手づくり料理コンクー
ルで、丹後のかぼちゃや小かぶ、チンゲ
ン菜などを素材としたメニュー「冬野菜
と豆乳のグラタン」を提案した小西恭子
さんが、全国 200 件の応募の中から、
審査員特別賞を受賞されました。この結
果を受け、小西さんのメニューが 1 年間、
全国のワタミのメニューブックに掲載され
る予定です。小西さんは「丹後の雪の中
で育った甘みのある野菜を全国に PRし
たい」と話していました。

笑顔で「冬野菜と豆乳のグラタン」を披
露する小西さん

 小西　恭子 さん（大宮町口大野）

（
峰
山
町
丹
波
）

  

　
黒
田  

正ま
さ

葊ひ
ろ  

さ
ん 

【元３等空尉】

　昭和 45 年 3 月から約 35 年間に
わたり航空自衛隊員として、日本領
空内の警戒監視や隊員の服務指導な
ど国の防衛に尽力。国家の平和、安
全確保に寄与し、その功績が評価さ
れました。

危険業務従事者叙勲 
瑞宝単光章（防衛功労）

東
日
本
大
震
災
京
丹
後
市
災
害
支
援
対
策
本
部

☎
６
９
‐
０
１
４
０
（
総
務
課
内
）

小
中
学
校
体
育
館
の
フ
ッ
ト
サ
ル
利
用
は

原
則
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
社
会
体
育
施
設

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

▼
市
内
に
は
、
網
野
体
育
セ
ン
タ
ー
、
三
津
体

育
館
、
大
宮
社
会
体
育
館
、
丹
後
社
会
体

育
館
、
竹
野
体
育
館
、
弥
栄
社
会
体
育
館
の

計
６
つ
の
社
会
体
育
施
設
（
体
育
館
）
が
あ

り
ま
す
。「
峰
山
に
も
社
会
体
育
館
が
必
要
」

と
の
こ
と
で
す
が
、
今
後
新
た
に
体
育
館
を

建
設
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
の
で
、
こ
れ
ら

の
施
設
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
ま
た
、
小
中
学
校
体
育
館
な
ど
の
学
校
体

育
施
設
に
つ
い
て
は
、
社
会
体
育
活
動
な
ど

学
校
教
育
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
開
放
し
て

い
ま
す
が
、
フ
ッ
ト
サ
ル
利
用
に
つ
い
て
は
、

体
育
館
の
構
造
上
・
設
備
上
の
理
由
に
よ
り

原
則
と
し
て
認
め
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局　
社
会
教
育
課
】

ご
意
見
箱
か
ら声

み
ん
な
の

峰
山
に
も
社
会
体
育
館
が
必
要
。
も
し

く
は
大
宮
町
の
小
学
校
の
体
育
館
を
フ

ッ
ト
サ
ル
に
利
用
で
き
る
よ
う
に

▼
峰
山
に
も
社
会
体
育
館
が
必
要
で
す
！
も
し

く
は
大
宮
の
小
学
校
の
体
育
館
で
フ
ッ
ト
サ

ル
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
夜
間

の
体
育
館
が
い
っ
ぱ
い
で
フ
ッ
ト
サ
ル
を
し

た
く
て
も
で
き
な
い
状
況
で
す
。
京
丹
後
市

は
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

【
住
所
未
記
入
・
20
代
・
男
性
】

着物で「2012 丹後きものまつり in
天橋立」に参加したデイヴィッドさん

  　

私
は
カ
ナ
ダ
の
首
都
で
あ
る
オ
タ
ワ
市
出

身
で
す
。
人
口
は
約
１
０
０
万
人
。
中
心
部

に
リ
ド
ー
運
河
が
流
れ
る
自
然
に
あ
ふ
れ
た

都
市
で
す
。

　
平
成
23
年
８
月
か
ら
外
国
語
指
導
助
手（
Ａ

Ｌ
Ｔ
）
と
し
て
弥
栄
町
の
小
・
中
学
校
、
網

野
町
の
小
学
校
で
英
語
を
教
え
て
い
ま
す
。

日
本
に
来
て
驚
い
た
の
は
、「
挨あ

い
拶さ

つ
」
が
大
切

な
礼
儀
と
し
て
教
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
カ

ナ
ダ
で
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
視
さ
れ
て
い
な
い

の
で
、
最
初
は
恥
ず
か
し
か
っ
た
の
で
す
が
、

周
り
の
人
が
笑
顔
で
挨
拶
を
し
て
く
れ
る
の

で
大
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

　

京
丹
後
に
来
て
す
ぐ
に
、
近
所
の
方
が
家

に
呼
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
食
事
を
ご
馳
走
に

な
り
、
地
元
の
こ
と
や
日
本
語
を
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
毎
週
一
緒
に
食
事
を

す
る
の
が
習
慣
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
番
好
き
な
日
本
の
料
理
は
「
ば
ら
寿
司
」

で
す
。
カ
ナ
ダ
で
も
祝
い
事
な
ど
で
に
ぎ
り

寿
司
を
食
べ
に
行
き
ま
す
が
、
近
所
の
方
が
振

る
舞
っ
て
く
れ
た
ば
ら
寿
司
の
お
い
し
さ
に
驚

き
ま
し
た
。
日
本
酒
も
大
好
き
で
、
日
本
酒
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
よ
く
参
加
し
て
い
ま
す
。
晩

酌
に
「
京
丹
後
の
地
酒
」
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
京
丹
後
に
来
る
ま
で
、
日
本
語
が
話
せ
な
け

れ
ば
田
舎
で
は
生
活
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
正
直
、
困
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
が
、
親
切
な
友
達
や
近
所
の
皆
さ
ん
の
お

か
げ
で
、
楽
し
く
充
実
し
た
毎
日
を
送
っ
て
い

ま
す
。

　
私
の
よ
う
に
、
外
国
人
が
京
丹
後
で
生
活
す

る
機
会
が
あ
れ
ば
、
こ
の
地
域
の
魅
力
は
も
っ

と
伝
わ
る
と
思
い
ま
す
。
旅
行
よ
り
も
、
地
元

の
人
た
ち
と
直
接
接
す
る
こ
と
が
で
き
、
人
の

魅
力
を
感
じ
ら
れ
る
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が
い
い
の

で
は
。
京
丹
後
に
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
も
っ

と
増
え
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

　

京
丹
後
に
住
ん
で
、
た
く
さ
ん
の
人
と
知

り
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
皆

さ
ん
の
お
か
げ
で
日
本
語
の
勉
強
が
楽
し
く

な
り
ま
し
た
。
日
本
語
能
力
検
定
２
級
合
格

を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら
も
勉
強
を
続
け
て
い

き
ま
す
！

デイヴィッド・
グリーンウッドさん（25）

弥栄町溝谷在住

福
島
県
相
馬
市
へ
の
救
援
物
資
受
付
終
了
に
つ
い
て

　
市
で
は
、
昨
年
4
月
か
ら
、
東
日

本
大
震
災
で
被
災
し
た
福
島
県
相
馬

市
へ
支
援
米
を
送
る
た
め
、
市
民
の

皆
さ
ん
へ
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま

し
た
。
こ
の
ほ
ど
、
相
馬
市
か
ら
支

援
へ
の
お
礼
と
併
せ
て
、
住
民
に
対

す
る
米
の
配
給
支
援
を
終
了
と
す
る

旨
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
支
援
米
の
受
け
付
け
は
、
4
月

25
日
を
も
っ
て
終
了
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
こ
の
間
、
多
く
の
皆
さ
ん

に
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
さ

ん
か
ら
い
た
だ
い
た
支
援
米
合
計

2
1
8
袋
（
１
袋
30
㌔
）
は
全
て
相

馬
市
へ
届
け
ま
し
た
。

　

相
馬
市
玉
野
地
区
で
は
、
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
発
生
以
来
、

米
の
作
付
け
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
市
や
農
家
の
方
な
ど
が
一
体

と
な
り
、
１
年
間
、
懸
命
な
除
染
作

業
を
行
っ
た
結
果
、
安
全
が
確
保
さ

れ
る
見
通
し
と
な
っ
た
た
め
、
平
成

25
年
産
か
ら
米
の
作
付
け
が
再
開
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

京丹後に想う Vol .7



生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

米田 茉
ま

以
い

ちゃん（女の子）
2月生まれ・2,874㌘
母：歩美さん　父：卓也さん

（峰山町丹波）

橋本 直
なお

巳
み

ちゃん（男の子）
3月生まれ・3,884㌘
母：さおりさん　父：安行さん

高尾 陽
はる

翔
と

ちゃん（男の子）
2月生まれ・3,264㌘
母：理恵さん　父：嘉行さん

（大宮町善王寺）

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
弥
栄
病
院
で
赤
ち
ゃ

ん
誕
生
の
瞬
間
を
喜
ぶ
ご
家
族
の
姿
を
紹
介

し
ま
す
。
ご
応
募
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
か

た
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ど
し
ど
し
ご
応
募

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
秘
書
広
報
広
聴
課
「
生

命
の
絆
」
係
ま
で 

 
☎
６
９-

０
１
１
０

清水 葵
あおい

ちゃん（男の子）
3月生まれ・2,730㌘
母：美樹さん　父：和則さん

（大宮町河辺）

大同 陽
はる

翔
と

ちゃん（男の子）
3月生まれ・3,458㌘
母：愛子さん　父：英之さん

（大宮町奥大野）

（峰山町荒山）

▲全力でプレーする児童たち

　

４
月
6
、
13
の
両
日
、
第
9
回
マ

ル
ハ
ン
カ
ッ
プ
少
年
野
球
大
会
が
峰

山
球
場
（
峰
山
町
）
な
ど
で
開
か
れ
、

市
内
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
と
宮
津
市
、

与
謝
野
町
の
代
表
チ
ー
ム
計
12
チ
ー

ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
決
勝
戦
で
は
、予
選
を
勝
ち
上
が
っ

た
新
山
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
（
峰
山
町
）

と
峰
西
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
（
峰
山
町
）

が
対
戦
。
拮き

っ

抗こ
う

し
た
試
合
展
開
が
続

き
ま
し
た
が
、
延
長
戦
の
末
、
4
対▲優勝した新山少年野球クラブのメンバー

　

第
２４
回
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
丹

後
サ
ッ
カ
ー
協
会
主
催
）
の
小
・
中
学
の
部

が
3
月
23
、
24
の
両
日
、
高
校
の
部
が
29
、

30
の
両
日
、途
中
ケ
丘
運
動
公
園
（
峰
山
町
）、

網
野
高
校
な
ど
を
会
場
に
行
わ
れ
、
市
内
を

は
じ
め
、
舞
鶴
市
や
兵
庫
県
豊
岡
市
な
ど
市

外
か
ら
小
学
の
部
に
22
チ
ー
ム
、
中
学
の
部

に
12
チ
ー
ム
、
高
校
の
部
に
16
チ
ー
ム
が
出

場
し
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

30
日
に
は
、
高
校
の
部
の
親
善
試
合
が
行

わ
れ
、
網
野
高
校
、
峰
山
高
校
が
滋
賀
学
園

高
校
、
京
都
両
洋
高
校
な
ど
と
対
戦
し
、
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

2
で
新
山
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
が
優
勝

し
、
昨
年
（
準
優
勝
）
の
雪
辱
を
果

た
し
ま
し
た
。

　
同
大
会
は
、「
児
童
た
ち
に
野
球
を

通
し
て
心
身
の
育
成
や
友
情
・
親
睦

を
深
め
て
も
ら
お
う
」
と
峰
山
少
年

野
球
振
興
会
が
主
催
し
た
も
の
で
す
。

　

悪
天
候
の
中
で
も
、
全
力
で
白
球

を
追
い
か
け
る
球
児
の
ハ
ツ
ラ
ツ
と

し
た
プ
レ
ー
に
、
会
場
に
訪
れ
た
多

く
の
方
か
ら
、
温
か
い
声
援
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　
大
会
結
果

【
優　

勝
】
新
山
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

【
準
優
勝
】
峰
西
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

【
３　

位
】
大
宮
ド
リ
ー
ム
ス　

50
チ
ー
ム
が
熱
戦

第
9
回
マ
ル
ハ
ン
カ
ッ
プ

新山少年野球クラブ優勝

丹
後
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス

▲熱戦を繰り広げる綾部高校（黄色ユニフォーム）と峰山高校（白
ユニフォーム）

　第 17 回全国少年少女選抜レスリング選手権大会が 3
月 9、10 の両日、青少年総合センター（東京都）で開か
れ、網野町少年レスリング教室に所属する由良琉

りゅう

二
じ

君（吉
野小 5 年）と細川あいさん（網野北小 5 年）が輝かしい
成績を収めました。
　由良君は、小学生男子の部 4 年生 33㌔級に出場し、
準優勝。細川さんは、小学生女子の部４年生 26㌔級に
出場し、３位入賞を果たしました。
　由良君は、「決勝で負けて悔しかったです。練習はつら
いけど、頑張って次は優勝したいです」と話し、細川さんは、

「友達と一緒にする練習は楽しいので、もっと頑張りたい
です。次の大会では優勝目指します」と話していました。

細川あい さん

網野町少年レスリング教室

網野北小5年
由良琉

りゅう

二
じ

 君
網野町少年レスリング教室

吉野小 5年

全国少年少女選抜レスリング大会

レスリング
細
川
あ
い
さ
ん

3
位

由
良
琉
二 

君 

準
優
勝

2013.0527 2013.05 26
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豊富な海の幸を使って料理を提供する京丹後宿お
かみさんの会

　

鰐
口
と
は
、
お
堂
の
前
に
懸

け
ら
れ
た
仏
具
で
、
鰐
口
か
ら

垂
れ
て
い
る
太
い
緒
を
振
る

と
音
が
鳴
り
ま
す
。
小
形
で

動
か
し
や
す
い
も
の
で
あ
る

た
め
、
最
初
に
奉
納
さ
れ
た

場
所
か
ら
何
ら
か
の
理
由
で

移
動
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

木
橋
区
の
鰐
口
は
、
鋳
銅

製
で
、
径
17
・
９
㌢
、
厚
さ

５・４
㌢
の
も
の
で
す
。
明
治

16
年
こ
ろ
に
木
橋
の
日
吉
神

社
境
内
の
土
中
よ
り
出
土
し

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

表
裏
両
面
と
も
に
、
３
組

の
圏け

ん

線せ
ん

（
円
形
に
め
ぐ
っ
た

凸と
つ

線
）
が
表
現
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
番
内
側
は
音
を
鳴
ら

す
撞つ

き

座ざ

と
な
っ
て
お
り
、
一
番

外
側
に
は
銘
文
が
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

表
面
の
銘
文
は
、
鰐
口
が
造

ら
れ
た
宝
徳
２
年
（
１
４
５
０

年
）
７
月
13
日
に
藤
原
家い

え

次つ
ぐ

と

い
う
人
物
が
十

じ
ゅ
う

王お
う

堂ど
う

（
所
在
地

不
明
）
と
い
う
お
堂
へ
奉
納

し
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

裏
面
の
銘
文
に
は
、
永
正
５

年
（
１
５
０
８
年
）
８
月
に

河こ
う

守も
り

郷ご
う

（
現
在
の
福
知
山
市

大
江
町
河
守
と
思
わ
れ
る
）

の
天て

ん

神じ
ん

社し
ゃ

へ
奉
納
し
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
後
、
木
橋
の
日
吉
神
社
へ

至
る
ま
で
の
経
過
は
不
明

で
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
木
橋
区

の
鰐
口
は
、
市
内
に
残
る
数

少
な
い
室
町
時
代
の
仏
具

の
一
つ
と
し
て
貴
重
な
も
の

で
あ
る
点
が
評
価
さ
れ
、
昭

和
49
年
７
月
４
日
付
で
弥
栄
町

指
定
文
化
財
（
考
古
資
料
）
に

指
定
さ
れ
、
平
成
16
年
の
京
丹

後
市
発
足
の
伴
い
京
丹
後
市
指

定
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
宮
津
市
国こ

く

分ぶ

の
京
都

府
立
丹
後
郷
土
資
料
館
に
寄
託
・

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

�

（
文
化
財
保
護
課
）

京
丹
後
市
の
文
化
財 

85

数少ない室町時代の仏具
日吉神社（木橋区）境内で出土した
鰐口（わにぐち）。木橋区所蔵

（
弥
栄
町
木き

橋ば
し

）

木き

橋ば
し

区 

鰐わ
に

口ぐ
ち

　
「
視
界
遼
考
」
は
、
丹
後
建
国

１
３
０
０
年
を
記
念
し
て
、
古
代

丹
後
に
暮
ら
す
人
々
の
文
化
や
生

活
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
コ
ラ
ム
。

こ
の
地
に
人
が
現
れ
て
か
ら
「
丹

後
国
」
が
で
き
る
ま
で
を
シ
リ
ー

ズ
で
紹
介
し
ま
す
。
丹
後
の
歴
史

勉
強
中
の
私
と
一
緒
に
、
は
る
か
丹

後
を
の
ぞ
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
優

れ
た
技
術
や
文
化
だ
け
で
な
く
、

意
外
な
生
活
も
垣
間
見
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
よ
。

　　　　
今
回
の
舞
台
は
弥
生
時
代
。「
稲
作

の
始
ま
り
」
や
「
弥
生
土
器
」
が
有

名
で
す
よ
ね
。
で
も
、
そ
れ
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
丹
後
の
弥
生
時
代

を
特
徴
づ
け
る
も
の
と
し
て
、
ガ
ラ
ス

や
碧へ

き

玉ぎ
ょ
く

、
水
晶
製
の
玉
の
装
飾
品
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　
市
内
各
地
の
墳
墓
で
は
、
当
時
の
権
力
者
が
身

に
着
け
た
ネ
ッ
ク
レ
ス
や
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
赤
坂
今
井
墳
墓
（
峰

山
町
）
で
は
、
当
時
日
本
の
中
で
〝
最
も
豪
華
”

と
い
え
る
ほ
ど
の
頭
飾
り
が
出
土
し
て
い
ま
す（
写

真
）。
こ
の
飾
り
は
、
碧
玉
や
ガ
ラ
ス
で
で
き
た

２
０
０
個
以
上
の
パ
ー
ツ
を
糸
で
繋つ

な

げ
て
作
り
上

げ
た
も
の
で
、
精
巧
な
技
術
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

豪
華
で
細
部
に
ま
で
こ
だ
わ
っ
た
装
飾
品
を
身

に
着
け
る
古
代
丹
後
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
、
き
っ
と

オ
シ
ャ
レ
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
こ
で
、
今
回
の
コ

ラ
ム
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
の
身
な
り
を
支
え
た
装
飾
品

作
り
の
〝
職
人
”
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
み
ま
す
。

　

繊
細
な
装
飾
品
を
作
る
た
め
に
は
、
当
然
、
技

術
が
必
要
で
す
。
当
時
、
丹
後
に
は
日
本
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
技
術
を
持
っ
た
職
人
が
数
多
く
い
ま
し
た
。

　
海
外
か
ら
取

り
寄
せ
た
ガ
ラ

ス
の
塊
を
溶
か

し
て
加
工
す
る

職
人
、
碧
玉
や

水
晶
を
削
っ
て

形
を
整
え
る
職
人
、
鉄て

っ

針し
ん

を
使
っ
て

水
晶
玉
に
直
径
１
㍉
の
穴
を
あ
け
る

職
人
、
そ
の
鉄
針
を
作
る
職
人
な
ど

多
く
の
専
門
職
が
あ
り
、協
力
し
合
っ

て
作
品
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

職
人
た
ち
は
、
衣
食
住
に
必
要
な
も

の
を
権
力
者
か
ら
与
え
て
も
ら
い
、

創
作
活
動
に
没
頭
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
も
そ
の
は
ず
。
完
成
し
た
装

飾
品
は
、
権
力
者
の
身
を
飾
る
と

と
も
に
朝
鮮
半
島
な
ど
の
海
外
へ
輸

出
。
高
価
な
品
と
し
て
、
交
易
に
利

用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
丹

後
に
は
、
当
時
で
は
珍
し
く
貴
重
な

鉄
や
ガ
ラ
ス
素
材
も
た
く
さ
ん
あ
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
で
も
丹
後
は
、
機は

た

、
機
械
金

属
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
世
界
屈

指
の
技
術
を
有
す
る
土
地
。
こ
の
技

術
力
は
、
２
０
０
０
年
も
の
間
脈
々

と
受
け
継
が
れ
た
も
の
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。

　
（
秘
書
広
報
広
聴
課　
高
倉 

遼
）

日本で〝最も豪華”な頭飾りを作った！？

　市内の旅館や民宿の女
おか み
将さん 26

人でつくる「京丹後宿おかみさんの
会」がこのほど、「おかみさんの会
☆春のジオ御

ご

膳
ぜん

！桜プラン」を企画。
４月１日から実施されています。
　同企画は、世界ジオパークに認定
されたこの地で育まれた食材を使っ
た料理を提供することで、ジオパー
クの魅力をＰＲするものです。各宿
が共通の食材を用いるというルール
のもと、独自の調理法で料理を提供
するのが特徴です。
　御膳に使う共通の食材は「桜

さくら

鯛
だい

」
「鰆

さわら

」「春わかめ」の３品。
　桜鯛は、春、丹後半島沖に産卵の
ために群れをなしてやってきます。

産卵に備えて脂がのってい
るため、刺身や煮付け、しゃ
ぶしゃぶなど、あらゆる料
理に使われます。
　鰆は、高級魚の一つとし
て知られる魚。魚肉は白身
でやわらかく、味は淡白で
くせがないのが特徴です。
　春わかめは、生のままだ
と黒色のように見えますが、
湯に通したとたんみるみる
鮮やかな緑色に変化し、目
でも春を感じさせてくれます。
　「ジオパークの恵みが詰まった食
材。どんな料理になるのかは私たち
の工夫次第」と女将さんたち。

　豊富な海の幸も、山陰海岸ジオパー
クの大きな魅力のひとつとなってい
ます。

（観光振興課）

ジオの恵みが詰まった「ジオ御
ご

膳
ぜ ん

」
京丹後宿おかみさんの会が企画

記念写真を撮る30歳の成人式参加者たち

　満30歳の市内在住者らが集う「30
歳の成人式 in 京丹後」（同実行委員
会主催・櫛田啓

たすく

実行委員長）が３月
23日、セントラーレ・ホテル京丹後
（大宮町）で開かれました。
　「人口減少や不景気などの多くの
課題がある中で、成長し自立した30
歳が一堂に会し、地域の活性化に向
けて京丹後市を核とした絆を再確認
しよう」と、企画したものです。
　式典には、昭和 57年４月２日から昭和 58年４月１
日生まれの京丹後市出身者、在住・在勤者など約 200
人が参加。出席者を代表して、中山良さん（峰山町）が「今
日は丹後を意識する日。今日感じたことや思ったこと
を形にしてほしい」とあい
さつ。中山泰京丹後市長
からは「覚悟と責任を持っ
て、若者の力で新たな時代を作り上げてほしい」とメッ
セージが送られました。
　また、京丹後青年会議所前理事長の沖田真奈美さん
と兵庫県丹波市議会議員で 30歳の横田親

いたる

さんを迎え
てのパネルディスカッション「丹後の未来創造～今、
出来る事・すべき事～」も実施。「少しでも行動すれば、

30歳の成人式開催

必ず丹後は変わる」「留まることなく動き続けることが
大切」などと活発な意見交換が行われました。
　農業法人勤務の坂根三太郎さん（大宮町）は、「今ま
では、丹後のことを深く考えたことはなかった。これ

を機に、“丹後＝農業”
となるよう、また農業
が就職の選択肢となる

ように頑張りたい」と話していました。
　式典後に行われた懇親会では、市内の若手アーティ
ストらがフラダンスやトーク、ブレイクダンスを披露
し、会場を盛り上げていました。参加者たちは、旧友
と互いの成長を喜んだり今後の課題や展望を話したり
して、積極的に交流していました。　約 2300～３000年前

早期 前期 中期 後期 終末期

約 1800年前 1300年前

現在古 墳
時 代

飛 鳥
時 代

奈 良
時 代

旧石器
時 代

縄 文
時 代

弥 生 時 代

▲赤坂今井墳墓で発掘
された豪華な頭飾り

丹
後
人
の
オ
シ
ャ
レ

を
支
え
た
職
人
た
ち

はるか丹後を
眺めてみよう

視
し

界
か い

遼
り ょ う

考
こ う

Vo.2

「行動すれば必ず丹後は変わる」

２００人が交流深める



5月図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
28 29 30 5/

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31 6/

1

　生きる気力を失いかけていたどら焼
き屋の千太郎の前に、突然「雇ってほ
しい」と現れた老女。彼女は病気への
偏見から閉ざされた人生を送ってきまし
た。千太郎は彼女からあんの炊き方と
ともに、生きる意味をも教えられるの
です。

　こんなカバがいたら、こんな
富
ふ

士
じ

山
さ ん

があったら、こんなおふ
ろがあったら、「みたいみたいみ
てみたい ! ！」想

そ う

像
ぞ う

力
りょく

と好
こ う

奇
き

心
し ん

い
っぱいの絵

え

本
ほ ん

です。

■ 宮川　優（みやがわ ゆう）
京丹後コミュ二ティ放送・局長。FM たん
ごメインパーソナリティー。朝の情報番組

「たんご・モーニング・サンド！」（7：００～８：
58）を担当。年間を通してイベント MC
や各ナレーションにも多数出演

　4月も下旬、桜の季節も過ぎまし
たね。ちょうど満開の時期に襲った
春の嵐にも負けず咲き続ける桜に
は、美しさと共にたくましさを感じ
ました。桜を見ていると「キミの人
生もたくましくいこうね」と、話し
かけられている気がします。
　そう、人生といえば人が生きてい
く上での基礎を学ぶ場、それは学校
ではないでしょうか。
　学校再配置により昨年度7つの学
校が閉校し、今年度3つの学校が誕
生しました！私は閉校する7つの学
校のうち神野小・湊小・高龍中の閉
校式に行ってきました。番組内で学
校の取り組みなどを紹介していたこ
ともあり、寂しい思いの中での取材
でした。中でも学校を見守ってきた
校旗が返納される時は目を潤ませる

ことも・・（泣）。明治8年に開校し
た神野・湊は138 年の歴史。私た
ちが生まれるずーっと前から続いて
いた歴史に今、幕を閉じなければな
らないことの重みや無念さを感じつ
つ、その瞬間を見届けることができ
たことには感謝の思いでした。
　でも閉校は、新たなスタートでも
あります！開校した3校のうち大宮
南小、新生久美浜中学校の開校式に
もいってきました。児童・生徒代表
のあいさつには「あいさつ・笑顔が
あふれる学校に！」という思いが、

そして新しくなった校歌・校章に
は「それぞれの学校の伝統を引き継
ぎ、地域の皆さんから愛される学校
に・・」という思いが込められてい
ました。
　学校教育目標には、「子どもたち
が根気強く・たくましい人間に成長
すること」が掲げられています。今
後、開校した3校をはじめ、市内の
小中学校の児童生徒が、桜のようた
くましく成長してくれることを願っ
ています。あっ、だから学校には桜
の木が多いのかもしれませんね！

たんご 遊優宮川優の 見聞録

　今月号の記事の中からクイズを出題します。全問正解者
の中から抽選で 5 人に図書カード 500 円分をプレゼント！

◆応募方法
はがきに ①クイズの答え（○の中に入る数字や文字）
②住所 ③氏名〈ふりがな〉 ④年齢 ⑤電話番号 ⑥広報
紙の感想やイラスト、取り上げてほしいテーマなど
をご記入の上、秘書広報広聴課まで（宛先は裏表紙
を参照）。なお、お寄せいただいた感想やイラストは
広報紙に掲載することがあります。※⑥の項目も忘
れずにご記入ください。

◆応募締切
5 月 15 日（水）当日消印有効。当選者の発表は 6月
号のこのコーナーで。

◆４月号の答え
問１…676　問２…山陰　問３…さくら

◆４月号当選者
堀浪子さん（峰山町）、田中邦代さん（峰山町）、岡田の
り子さん（久美浜町）、岡本行光（網野町）、堀和夫さん

（峰山町）
応募総数15人、全員正解でした。たくさんのご応募ありがと
うございました。

問１ 木村次郎右衞門さん「○○○」歳に
問２ 観光列車「あかまつ」「○○○○」発進
問３ 「久美浜高○○部」が思いを形に茶碗作り

広報クイズ 京
きょう

丹
た ん

後
ご

市
し

国
こ く

際
さ い

交
こ う

流
りゅう

協
きょう

会
か い

自
己
紹
介
し
て
交
流
を
深
め
る
参
加
者

今月のおすすめ

nav i nav inav inav inav i nav inav i

図書館だより
◆開館時間／ 10時〜 18時 （峰山・あみののみ水曜は 19時まで）
　　　　　毎週月曜・毎月 1日は休館日（土日祝日と重なる場合は翌日）

◆貸出／ 1人 20点まで・2週間
◆ ／峰山図書館（☎ 62-5101）大宮図書室（☎ 69-0672）
　　あみの図書館（☎ 72-4946）弥栄図書室（☎ 65-2101）
　　久美浜図書室（☎ 82-1771）丹後図書室（☎ 69-0664）

学校に桜があるわけは？

日
本
語
教
室
に
参
加
し
て
い
る
市
内
在
住
の
外
国
人

と
講
師
の
交
流
会
が
３
月
23
日
、
峰
山
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
約
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

受
講
者
の
母
国
語
は
、
英
語
、
中
国
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
、

タ
ガ
ロ
グ
語
と
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
会
場
で
は
日
本
語

が
共
通
語
。
ゲ
ー
ム
を
交
え
て
自
己
紹
介
な
ど
を
行
い
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
、ア
メ
リ
カ
人
の
受
講
者
が
、

担
当
講
師
と
一
緒
に
琴
の
演
奏
を
披
露
。
初
め
て
琴
の
音

色
を
聞
い
た
受
講
者
も
い
る
な
ど
、
日
本
文
化
に
親
し

み
ま
し
た
。

　
受
講
者
か
ら
は
、「
い
ろ
ん
な
方
と
交
流
し
て
、
自
分

も
も
っ
と
日
本
語
の
勉
強
を
頑
張
ろ
う
と
思
っ
た
」「
日

本
人
の
知
り
合
い
が
増
え
て
嬉
し
い
」
な
ど
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

日
本
語
教
室
参
加
者
が
交
流

京
丹
後
市
の
図
書
館
に
利
用
登
録

を
し
て
い
る
方
は
豊
岡
市
立
図
書

館
お
よ
び
分
館
が
利
用
で
き
ま
す
。
京

丹
後
市
立
図
書
館
の
利
用
者
カ
ー
ド

と
、
住
所
・
氏
名
の
確
認
で
き
る
も
の

（
免
許
証
・
保
険
証
な
ど
）
を
持
っ
て

豊
岡
市
の
図
書
館
で
利
用
登
録
を
し
て

く
だ
さ
い
。
豊
岡
市
立
図
書
館
を
利
用

す
る
際
に
は
、
同
図
書
館
の
利
用
規
定

に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
◎
住   

所　
豊
岡
市
京
町
５
番
28
号

　

◎
休
館
日　
毎
週
火
曜
日

豊
岡
市
の
図
書
館
も
ご
利
用
く
だ
さ
い

約
31
万
冊
の
蔵
書
数
を
誇
る
豊
岡

市
立
図
書
館
の
外
観

                       　　　　
京丹後市からのお知らせ　

　月～金　7：53～7：58、13：00～13：05、16：54～16：59

市政情報番組 FM たんご FM79.4㎒ Check

　

京都府丹後文化会館

6/15（土）

 京都府丹後文化会館 ☎ 62-5200

	京都府丹後文化会館（峰山町杉谷）
	Ｓ席10,000 円 　A 席  9,000 円 

　学生席 3,000 円

前売券
発売中

丹後建国 1300 年記念 第一回たんたん能

主催 /たんたんのうのう会

道
ど う

 成
じょう

 寺
じ

 開演 13：30（開場 13：00）

インフォメーション

能の魅力発見公演

「
共
通
語
は
に
ほ
ん
ご
」

ジャンル別貸出回数ベスト（平成 24 年度）

小説部門

児童書部門

小説以外

140 回貸出回数

貸出回数144 回

かいけつゾロリのなぞなぞ大さくせん／原ゆたか

置かれた場所で咲きなさい／渡辺和子
貸出回数 63 回

ナミヤ雑貨店の奇蹟／東野圭吾

こんな本がよく読まれています！

★図書館協議会委員の紹介★
　市立図書館では図書館の運営について意見をいただ
くため、「図書館協議会」を設置しています。図書館
に関するご要望などは委員の方にお伝えください。

（敬称略）

・浜岡　輝行（網野町）
・増田　明子（峰山町）
・森　茂夫（網野町）
・坂田かおり（大宮町）
・東　恵美子（丹後町）

・深田　和幸（弥栄町）
・味田　佳子（弥栄町）
・畑中　敏子（久美浜町）
・前田　史由（鳥取小学校長）
・和田　光（間人中学校長）

■みたいみたいみてみたい いしばし ひろやす／文・絵 
扶桑社

■「あん」 ドリアン助川／著
ポプラ社

おわびと訂正
　４月号10ページの
「御旅市場フリーマー
ケット（第51回）」の
記事で、中川芳郎会長
となっていましたが、
正しくは中川芳隆

・
会長

です。また、同号 15
ページの「119番受信
件数」の記事で、受信
件数が2,536件となっ
ていましたが正しくは
3
・
,5
・
4
・
0
・
件です。おわび

して訂正します。

3031 2013.05 2013.05
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男　	28,735人	（－121）
女　	30,898人	（－145）
計	　59,633人	（－266）
世帯数	 22,510世帯	（－6）
4月1日現在、カッコ内は前月比。

住民基本台帳（外国人含む）による。

人口・世帯数 ▼
今
月
号
か
ら
広
報
き
ょ
う
た
ん

ご
作
成
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
初
め
て
の
仕
事
に
悪
戦

苦
闘
の
毎
日
で
す
が
、
早
く
一
人

前
の「
広
報
マ
ン
」
に
な
れ
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
▼
早
速
ま
ち
に
飛
び

出
す
と
多
く
の「
感
動
の
瞬
間
」
に

立
ち
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

表
紙
を
飾
っ
た
丹
後
小
町
踊
り
子

隊
の
取
材
で
は
、
息
の
合
っ
た
踊

り
に
圧
倒
さ
れ
っ
ぱ
な
し
。ス
テ
ー

ジ
終
了
後
、
踊
り
を
教
え
て
い
た

先
生
が「
あ
ん
な
に
下
手
だ
っ
た

の
に
・
・
・
よ
く
頑
張
っ
た
ね
」
と

涙
ぐ
ん
で
声
を
か
け
て
い
た
様
子

や
メ
ン
バ
ー
の
達
成
感
に
満
ち
た

笑
顔
か
ら
、
厳
し
い
練
習
を
乗
り

越
え
て
今
の
姿
が
あ
る
こ
と
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
▼
ま
た
、
世
界

最
高
齢
の
木
村
次
郎
右
衞
門
さ
ん

に
出
会
え
た
こ
と
は
一
生
の
自
慢

で
す
▼
広
報
で
は
、
こ
の
よ
う
な

「
感
動
の
瞬
間
」
を
皆
さ
ん
と
共
有

で
き
る
紙
面
づ
く
り
を
心
掛
け
た

い
で
す
。
６
月
号
で
は
ど
ん
な
こ

と
を
皆
さ
ん
に
お
届
け
で
き
る
の

か
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
誕
生
!?
な
ど

期
待
し
た
い
で
す
ね
／
光

振り込め詐欺にだまされないで！！

若さあふれるひと・地域のよさを発見してくれる人・

ひとつのことに夢中に打ち込むヒト

　
子
育
て
奮
闘
中
の
マ
マ
さ
ん
た
ち
に
よ
る
、
市

内
で
も
珍
し
い
フ
ラ
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
が
あ
る
。

チ
ー
ム
名
は
「
Ａア

ＲラＡ
ＳサＡ
」。
互
い
に
子
育
て

相
談
を
し
な
が
ら
フ
ラ
ダ
ン
ス
に
挑
戦
し
、
今
年

３
月
に
開
か
れ
た
「
30
歳
の
成
人
式
」
で
は
、
息

の
合
っ
た
ダ
ン
ス
を
披
露
し
て
喝
采
を
浴
び
た
。

「
笑
顔
が
モ
ッ
ト
ー
」
と
い
う
彼
女
た
ち
に
、
活

力
の
源
を
聞
い
て
み
た
。

♦　
　
　
　
♦　
　
　
　
♦

　
メ
ン
バ
ー
６
人
の
年
齢
は
27
歳
～
30
歳
で
、
５

人
は
市
外
出
身
。
数
年
前
に
京
阪
神
な
ど
か
ら
京

丹
後
に
嫁
い
で
き
た
。
田
舎
暮
ら
し
に
慣
れ
ず
、

知
り
合
い
も
少
な
い
た
め
妊
娠
や
出
産
、
子
育
て

な
ど
の
悩
み
を
一
人
で
抱
え
込
む
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
　
６
人
の
出
会
い
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
子

育
て
支
援
サ
イ
ト
。
不
安
や
悩
み
を
相
談
す
る

内
に
意
気
投
合
し
た
。
境
遇
や
年
齢
が
近
い
こ

と
も
あ
っ
て
自
然
と
仲
良
く
な
り
、「
出
会
っ

て
話
そ
う
」
と
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
お
互
い
の
悩
み
相
談
だ
け
で
な
く
、
子
育
て

支
援
の
教
室
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加
し
た
。

そ
の
際
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
体
験
。
ハ
ワ
イ
ア
ン

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
合
わ
せ
て
ゆ
っ
た
り
と
踊
る

ダ
ン
ス
に
心
身
と
も
癒
さ
れ
、
惹
き
付
け
ら
れ

た
。「
自
分
た
ち
で
フ
ラ
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
を
作
ろ

う
」
と
昨
年
６
月
に
結
成
。
チ
ー
ム
名
は
、
30

歳
前
後
を
意
味
す
る
ア
ラ
ウ
ン
ド
サ
ー
テ
ィ
ー

を
も
じ
っ
て
「
Ａア

Ｒラ

サ

Ａ
Ｓ
Ａ
」
と
名
付
け
た
。

　
櫛
田
彩
子
さ
ん
は
「
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
や
ス

ト
レ
ス
解
消
は
も
ち
ろ
ん
、
骨
盤
矯
正
に
も
適
し

て
い
る
の
で
、
出
産
直
前
ま
で
踊
る
人
も
い
ま
す
。

ま
た
、
産
後
の
体
系
維
持
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
」

と
話
す
。
実
際
に
、
山
下
真
実
さ
ん
は
、
30
歳
の

成
人
式
で
踊
っ
た
５
日
後
に
、
元
気
な
女
の
子
を

出
産
し
た
。

　
フ
ラ
ダ
ン
ス
歴
は
、
最
も
長
い
杉
本
か
お
り
さ

ん
で
も
１
年
半
。
杉
本
さ
ん
は
「
全
員
が
駆
け
出

し
で
す
が
、
振
り
付
け
や
選
曲
は
自
分
た
ち
で
決

め
ま
す
」。
谷
口
め
ぐ
み
さ
ん
は
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
動
画
や
専
門
誌
を
見
て
、
自
分
た
ち
な
り
に

研
究
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。
衣
装
も
自
分
た
ち

で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
な
ど
、全
て〝
我
流
”だ
。

　

練
習
は
週
２
、３
回
、
メ
ン
バ
ー
の
家
や
公
民

館
な
ど
で
行
う
。
２
人
の
子
ど
も
を
育
て
る
中
西

博
子
さ
ん
は
、「
子
ど
も
が
ぐ
ず
る
と
、
抱
っ
こ
し

な
が
ら
踊
っ
た
り
、
最
悪
の
場
合
は
全
く
練
習
で

き
ず
に
終
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」
と
笑
う
。
吉

岡
夏
希
さ
ん
も
「
練
習
時
間
が
少
な
い
け
ど
、
だ

か
ら
こ
そ
、
で
き
る
と
き
に
は
目
い
っ
ぱ
い
楽
し

め
ま
す
」
と
話
す
な
ど
、
み
ん
な
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
だ
。

　
現
在
は
、
敬
老
会
や
飛
天
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の

ほ
か
、
福
祉
施
設
で
公
演
。
モ
ッ
ト
ー
の
「
笑
顔
」

を
い
っ
ぱ
い
に
、
ダ
ン
ス
を
届
け
て
い
る
。

　
「
自
分
が
笑
顔
に
な
る
と
、
メ
ン
バ
ー
も
見
て
い

る
人
も
笑
顔
に
な
り
、
自
然
と
元
気
が
湧
い
て
き

ま
す
。
こ
れ
が
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
最
大
の
魅
力
で
す
」

と
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
口
を
そ
ろ
え
る
。

　

―
よ
ぼ
よ
ぼ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
な
っ
て
も
、

笑
顔
で
踊
り
続
け
た
い
。

「
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ａ
」
は
、
５
月
12
日
に
全ぜ
ん

性し
ょ
う
寺じ

（
峰
山

町
）
で
開
か
れ
る
天
神
祭
、
ま
た
５
月
26
日
に
開
か

れ
る
浜
詰
太
鼓
祭
り
（
網
野
町
）
に
出
演
予
定

37
子育てもフラダンスも充実しているというメンバーの皆さん
（上段左から櫛田彩子さん、吉岡夏希さん、杉本かおりさん、
下段左から谷口めぐみさん、山下真実さん、中西博子さん）

我流フラダンスチーム

A
ア

R
ラ

AS
サ

A　

フ
ラ
ダ
ン
ス
を
見
て
踊
っ
て

　
　�

み
ん
な
が
笑
顔
に
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